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午前９時３０分開会 

○議長（岡田 勇君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日はご苦労さまです。 

 ただいまから、平成３１年和束町議会第１回定例会を再開いたします。 

 本日の会議を開きます。 

 藤井淸隆議員から欠席の届けが出ています。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、１番、吉田哲也議員、３番、

村山一彦議員を指名いたします。 

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをいたします。 

 日程第２、議案第２号から議案第８号まで、平成３１年度和束町一般会計予算及び

平成３１年度和束町各特別会計予算、以上７件を一括議題といたします。 

 本案について、予算特別委員長の報告を求めます。 

 予算特別委員長、吉田哲也議員。 

○予算特別委員長（吉田哲也君） 

 予算特別委員会審査報告書。 

 ３月５日開会の平成３１年第１回定例会に提案された議案第２号から議案第８号ま

での平成３１年度和束町一般会計予算及び平成３１年度和束町各特別会計予算の審査

が予算特別委員会に付託されましたので、３月７日と８日の２日間にわたり予算特別

委員会を開会し、審査を行いました。 

 審査に当たっては、初めに奥田副町長から、当初予算の概要と主要事項の説明を受

けた後、各所管課長から予算書及び予算に関する説明書により説明を受けた。  

 平成３１年度当初予算では、一般会計の予算総額が３２億３,４２０万円であり、

対前年度比で１億５,２２０万円、率にして４.９％の増額となっている。また、６特
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別会計の合計は２０億３,９０５万円の予算となり、対前年度比で７,０７０万円、率

にして３.６％の増額となっている。一般会計及び６特別会計の合計額は５２億７,３

２５万円で、前年度より２億２,０９０万円の増額予算規模で編成をされた。平成３

１年度においては厳しい財政状況の中、国の施策を取り入れ、将来を見据えたまちづ

くりを和束町第４次総合計画後期基本計画の六つのプログラムに沿って進めた予算で

あるとの説明でした。 

 一般会計予算では、子育て支援対策として、平成３１年１０月から、国の制度に加

え、３歳から５歳までの幼児を対象に、給食費も含めた保育料の無償化の実施や保育

園児童クラブの保育時間の延長、学校教育の振興については、教育環境の改善を図る

ため小学校のトイレ改修工事や学校給食センターの空調改修工事が実施される。  

 住民生活の暮らしの安心・安全に向けた予算では、昨年は全国的に非常に災害が多

い年でありました。本町においても、別所地内の地すべりや農道の崩土など多くの被

害が発生しました。その中で防災マップの作成や保育園の耐震化と改修事業に向けた

基本計画の策定、木造住宅耐震改修事業補助金の交付、災害に備え非常食など育児品

の入れかえ、橋りょう長寿命化修繕事業や町道の拡幅改良工事などが計上されていま

す。 

 また、保健・福祉・医療を一体化した総合保健福祉施設の整備については、３０年

度に検討委員会を設置され、３１年度では基本計画を策定し、整備に向け具体的に事

業が進められる。 

 交流人口の拡大に向けた予算では、昨年度のグリンティ和束の施設改修に引き続き

３１年度はガラスハウスの移設等周辺を整備され、環境の拠点とし、野菜の販売など

産業振興に取り組まれる。 

 さらに、ふるさとものづくり支援事業として、鉄・ミネラル剤を使った新たな新製

品の開発にも取り組まれる。 

 また、地域経済を牽引するお茶の駅構想プロジェクトに係る民間企業への支援や農
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家民泊促進による修学旅行生の受け入れ、インバウンド観光事業を新規事業として２

０２１年に本町で開催されるワールドマスターズゲームズの国大会用コースやバス乗

降所の整備など、大会に向け本格的に事業が進められる。 

 その他３１年度から３２年度にかけて策定する第５次総合計画や２７年度から取り

組んできた地方創生事業の第２期地方創生総合戦略策定業務も実施される。 

 特別会計に目を移すと、国民健康保険では広域化が始まり１年がたつ。現状での保

険税の引き下げは難しいが、さらなる医療費の適正化に向けた取り組みを進めること

により、医療費の上昇を抑える取り組みが必要である。 

 簡易水道事業では、経営戦略に基づき、今後、効率的な運営を実施されますが、料

金改定など課題も山積し、非常に厳しい状況が見込まれる。 

 これらの説明に対し、委員からは、歳入における町税、地方特例交付金、地方交付

税の積算根拠は、また、町税の農業所得の割合は。 

 国は消費税増加を予定されているが、増税の場合の公共料金手数料など、住民の負

担による影響はどのように対応されるのか。 

 新総合計画策定業務について、非常に変化が激しく、想定がつかない情勢の中での

まちづくりの方向性は、策定については地域の声、子供たちの声も反映させるのはど

うか。 

 第２期の地方創生総合戦略を策定されるが、第２期についても第１期と同じ流れの

中で成果を検証し、どのように発展させていくのか。 

 安心した雇用形態、新しい人の流れを呼び込む策定が必要と考える。 

 また、お茶の駅構想プロジェクト事業１,５４０万円の内容と、この事業は民間企

業が立ち上がって進められ、期待される事業である。行政のサポートはどのように考

えているのか。 

 移住促進補助金の移住条件について、ハードルが高く、移住を進める上ではもっと

深く策定する必要があるのではないか。 
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 観光客がふえる中で、町内公共施設のＡＥＤ設置状況や表示方法は。 

 また、ワールドマスターズゲームズにかかわるマウンテンバイクコース整備事業費

の予算総額と財源、事業の進捗状況は。 

 国の方針で３１年度から実施される３歳児以上の保育料無償化について、０歳から

２歳までの町独自の無償化の検討は。 

 今回初めて予算化された自殺対策計画策定業務について、小さな町村では対策がし

にくい状況だが、相談窓口などの体制は。 

 ことし５月のゴールデンウィークは大型連休となるが、ごみの収集や診療所の業務

は通常どおり実施されるのか。 

 簡易水道経営戦略では、２年後に水道料金を値上げ改定の予定をされているが、値

上げ提示時期、住民説明や方法、水道委員会への諮問や疑問、議会への提案など具体

的なスケジュールは。 

 また、水道料金滞納分の徴収を進めないと値上げも厳しい。今後指導も含め、真剣

にしっかりと取り組む必要があると厳しい意見が出されました。 

 下水道事業については、起債の返済等多額となり、今後、事業を続けていくのは厳

しいのではないか。 

 有害鳥獣被害対策、野菜づくり支援事業補助金の補助率など、制度の内容は。 

 災害対策の関係で、昨年は災害が多いと同時に停電も頻繁に起こった。電力会社の

事前に停電が防げる取り組みは。 

 また、避難場所の設備が整っていない。環境整備が必要である。 

 今後の防災訓練の実施は。 

 このほか自動車運転免許証自主返納時に路線バスＩＣカードが交付されるが、住民

への周知方法は。 

 地籍調査委託料の事業内容や進捗状況は。 

 豊かな森を育てる基金の事業内容は。 
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 風疹ワクチン接種状況や女性罹患者は。 

 ホームページの充実や在宅介護支援センターの体制など、行政全般にわたる施策や

方針等、活発な質疑が交わされ、その中で町長は、まちづくりなど事業を進めていく

上での計画、財政運営の中で、単年度で事業を見るのではなく長期的に、次にどうつ

なげていくかが大事になってくると答弁されました。 

 詳細については、後日、会議録にて承知願います。 

 討論では、岡本委員が一般会計のほか国民健康保険特別会計、下水道事業特別会計、

介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計の五つの会計に反対討論を、また竹内委

員が一般会計、岡田泰正委員が国民健康保険特別会計、井上委員が下水道事業特別会

計、村山委員が介護保険特別会計、藤井委員が後期高齢者医療特別会計にそれぞれ賛

成の討論を行いました。 

 平成３１年度一般会計予算ほか６特別会計予算の採決の結果は次のとおりです。 

 議案第２号 平成３１年度和束町一般会計予算は、賛成者多数。 

 議案第３号 平成３１年度和束町湯船財産区特別会計予算は、賛成全員。 

 議案第４号 平成３１年度和束町国民健康保険特別会計予算は、賛成者多数。 

 議案第５号 平成３１年度和束町簡易水道事業特別会計予算は、賛成全員。 

 議案第６号 平成３１年度和束町下水道事業特別会計予算は、賛成者多数。 

 議案第７号 平成３１年度和束町介護保険特別会計予算は、賛成者多数。 

 議案第８号 平成３１年度和束町後期高齢者医療特別会計予算は、賛成者多数。 

 以上のとおり、本委員会は、平成３１年度和束町一般会計予算及び平成３１年度和

束町各特別会計予算６件を原案のとおり可決いたしました。 

 以上、当委員会報告といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 本案に関しましては、ただいま報告がありましたように、議員全員による予算特別

委員会で審査し、質疑・討論も活発に行われましたので、質疑・討論を省略し、これ
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より採決をいたします。 

 議案第２号から議案第８号まで、平成３１年度和束町一般会計予算及び平成３１年

度各特別会計予算の以上７件について、委員長の報告は可決とするものです。  

 よって、本予算の７件は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第２号から議案第８号まで、平成３１年度和束町一般会計予算及

び平成３１年度各特別会計予算の以上７件は、原案のとおり可決されました。  

 ただいまから暫時休憩します。 

休憩（午前９時４６分～午前１０時１１分） 

○議長（岡田 勇君） 

 暫時休憩を解き、会議を開きます。 

 日程第３、議案第１６号 和束町景観条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第１６号の提案理由を申し上げます。 

 和束町の景観は京都府景観資産第１号にも登録され、日本遺産に認定されるなど、

対外的に高い評価を受けており、この景観を守り、今後も美しい景観形成を進めてい

くことが、魅力あるまちづくりを進め、和束町のブランド力を高める上では不可欠で

あると考えます。 

 今回、和束町景観条例を制定し、景観の保全と育成に関するルールを定めたく、今

回提案させていただいた次第であります。 

 どうか慎重審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 
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 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 それでは、私のほうから、議案の説明をさせていただきます。 

 議案第１６号をおめくりください。 

 議案第１６号 

和束町景観条例の制定について 

 上記の議案を提出する。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 ３枚めくっていただきまして、資料Ｎｏ.１６号をごらんください。 

 議長のお許しを得て、資料Ｎｏ.１６によりご説明をさせていただきます。 

 和束町景観条例概要。 

 １．策定理由 

 和束町のブランド力を向上させ、魅力あるまちづくりを進めていく上で対外的に高

い評価を受けている景観を守るとともに、今後も美しい景観の形成を進めていくこと

が必要であると考え、平成２７年度に和束町景観計画を作成したところです。  

 今回、当該計画をもとに和束町景観条例として景観の保全と育成に関するルールづ

くりをしていくものでございます。 

 ２．条例の主な内容でございます。 

 （１）目的 

 第１条 この条例は、和束町の景観の保全・育成に関する基本的な事項及び景観法

の規定に基づく必要な事項について定めることにより、これまでの人々の営み及

びなりわい並びに地域の自然及び風土により形成された景観（以下「なりわい景

観という。」）を町全体の財産として次世代に受け継ぐとともに、住民が景観の

価値を認識し、誇りを持てるまちづくりを進めることを目的とする。 
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 （２）基本方針 

 こちらは第２条に書いております。 

 第２条 なりわい景観は、基幹産業である茶業の発展により形成された歴史があり、

この景観の保全・育成は、茶業の振興とともに進めなければならない。 

 ２ 前項の保全・育成に当たっては、住民の暮らしを尊重するとともに、なりわい

景観と調和した町並みを形成しなければならない。 

 （３）責務についてでございます。 

 町、町民、事業者に加え、観光旅行者等の責務を明記してございます。 

 （４）景観重点地区 

 行政区からの申請により、審議会に諮問した上で区ごとに指定する。こちらは第１

１条と第１２条に書いております。 

 重点地区では、景観の保全・育成に係る支援を受けることができる。こちらは１３

条に書いてございます。 

 景観地区では、他地域よりも厳しく行為が制限される。こちらは第１４条に書いて

ございます。 

 （５）行為の届出 

 景観法第１６条に列挙された行為をする者は、着手前に町長に届け出なければなら

ない。こちらは第１６条に書いてございます。 

 （６）罰則 

 罰則は、助言または指導、勧告、公表とする。こちらは第１９条から第２１条に書

いてございます。 

 （７）景観法に定める手続。 

 景観法上、町長（こちらは景観行政団体の長という意味の町長でございます）が、

指定や認可をすることになっている景観重要建築物、景観重要樹木、景観協定に関す

る規定を第５章、第６章で定めてございます。 
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 ３．条例の施行予定日 

 平成３１年７月１日。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 ３番、村山一彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それでは、１点お尋ねしたいと思います。 

 ２年ほど前になろうかと思いますが、犬打峠トンネルが開通した後のまちづくりを

どうするべきかというようなことを町長にお尋ねしたことがございます。要するに、

都市計画のようなものをつくって、乱開発を防ぐのが必要ではないかというようなこ

とを質問させていただきました。そのときに町長は、まず、景観条例だというような

ことをお答えいただきました。だから、この景観条例の中に都市計画的なもの、要す

るに、まちづくり的なものが、今、見ている限りでは含まれてないと思うんですが、

その辺はどうなっておりますか、答弁願いたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 ２９年度の議会の一般質問で村山一彦議員から質問を受けまして、そのとき町長の

ほうから、犬打峠トンネルか開通後のまちづくりを見据えて、その見据えてというと

ころはですね、今後、トンネルが開通することによって人の流れが変わっていくであ

ろうと。もっと交流をより活発になっていくことが予想されると。 

 そういった中で、村山議員のほうから、乱開発というところはあったかもしれませ

んけども、我々としては、まずはこの美しい景観を今後も未来にずっと受け継いでい
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くと。そのことが和束町のブランド力の向上につながっていくと。そういった趣旨で

和束町の景観条例というものは定めてございます。ですので、基本方針としまして、

町並みに調和したものというものをつくっていくでありましたり、景観のもとになっ

ている茶畑を守っていくと。そういったことを基本方針に掲げましてこの条例を定め

たものでございます。 

 また、都市計画でありましたりということは、ほかの法律、条例になってくるかと

思いますけども、この景観では、まちをこういうふうに守っていく、景観を大切にし

ていくという方針を示させていただいたものでございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、幾つかお聞きしたいと思います。 

 委員会でも何点から指摘したとは思うんですけども、私がこの条例の今回提案とい

う中で一番心配しているのは、やはりどれだけこれだけの条例をつくるに当たって、

住民的な議論が十分行われたかということなんですね。 

 例えば、特に第５条に、町民の責務として、「みずからが景観づくりの主体である

ことを認識し」いうふうに書いてありますし、また、目的第１条の中でも、町全体の

財産として次世代に受け継ぐとともに、住民が景観の価値を認識して誇りを持つとい

うことを目的とするということが書いてあります。ですから、やはり主体が住民にあ

るということは大事なんですけども、それだけに住民自身がこの条例が持つ意味とか、

これに基づくまちづくりというものを認識して進めていくということが前提になけれ

ば、やはり幾らこういうものをつくっても十分に今後それが生かされるのかどうかと

いう意味では、私は現時点の部分では十分じゃないんじゃないかと思っているんです

ね。 

 そこで、課長に確認なんですけども、一定この条例が公にされたのは去年の夏ぐら
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いだったと思うんですけども、それ以降、一定、説明会とか、あと、この間、パブリ

ックコメントというのをされてきましたけども、その辺が実際どうだったのか、開催

状況やパブリックコメントの状況はどうであったのかということを報告いただけます

でしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 昨年の８月の末から９月の頭にかけて３回、住民説明会を実施いたしました。合計

で２７名の住民の方に参加いただきました。その後、１２月１７日から１月３１日ま

でパブリックコメントを実施し、パブリックコメントの呼びかけと条例の内容という

ことで、景観だよりを全戸配布で１２月に配布いたしました。それで、パブリックコ

メントの意見数はありませんでした。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 いわゆる昨年の中に３回開かれた説明会というのは２７人ということと、それから

パブリックコメントについては回答はなかったということです。単純に数が少ないか

らとか、回答がなかったからあかんねんということを言っているんじゃないんですけ

どね、ただ、やっぱりそれだけ町のほうのそういった熱意というか意欲に比してね、

住民の中でのそういったものに関する関心やそれをやっていこうという意欲というも

のが大きいとは言えないというふうにね、そこは客観的な問題としてあると思うんで

す。 

 たしか１２月の議会に向けての委員会の中で、いわゆる町長は、３月には提案した
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いという意向を示されました。そのときに、もちろん提案されるのは町長の権限だし

行政側の権限ですから、そこはあれなんですけども、ただ、やはり３月に制定ありき

ではないということをそのとき課長も言われたと思うんですね。一応、パブリックコ

メントの前でしたので、そういったいろんな意見も含めて、決して３月ありきという

ことではないと言われました。しかし、実際は提案されてますよね。確認したいのは、

ありきではないというふうに言われた真意とは何なのかというね。 

 実際、その後やられたパブリックコメントで全く回答はないというような状況の中

で、そういう結果も踏まえて、なぜ３月でいこうかというふうに判断されたのかです

ね。だから、１２月にありきじゃないと言われた真意は一体何なのかということと、

それを含めて３月に結局提案されたという判断というのは一体どうなったのか、それ

をお願いできますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 １２月の言った真意というのはですね、パブリックコメントで多数意見が寄せられ

て、今の条例案についての根本的に変えなきゃいけないというふうな想定もされたわ

けですから、そういった場合に３月ありきということではなく、また、そうなってし

まったらつくり直しというふうになるのかなというふうに思っておりました。  

 それで、３月に実際に提出したという理由はですね、何も意見がなくて、その旨も

検討委員会の委員長のほうで相談させていただきました。その結果、検討委員会で相

談された結論といたしましては、このままの最終案でいこうということで、２月２５

日に町長に、答申ではないんですけども、最終案としての報告がございました。それ

をもって今回の議会に上程しようと考えた次第でございます。 

 以上です。 
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○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 逆に言えば、特にそういった反応はなかったということが住民の方に理解してもら

ったんじゃないかなという判断をされたのかもしれないというように思うんですけど

ね、それは逆に言えば、先ほど言ったような主体者としてこの条例を位置づけている

という意味でいえば、そういう結果であったということは、行政としては本来はそこ

にもっと危惧を持ってもらわなくちゃいけなんじゃないかなというふうに思います。 

 それで、あともう一つは、これはうがった見方かもしれませんけれども、先ほども

出てましたけども、委員会の場で、ことしは美しい村連合の更新時期だと言われまし

たよね。そういう時期はあるでしょう。ただ、それがあることが今回の提案につなが

っている一つの動機になっていないかということなんですね。いわゆる更新との関係

でこういったものを具体的に制定していたほうが更新しやすいといったらうがった言

い方ですけどね、いうことも含めて、そういうねらいというのもあるんじゃないかと

いうように感じたりはしているんですけども、そこは率直にそうなのかどうか、その

辺どうですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 確かに、３１年度は美しい村連合の更新時期ではあるんですけども、景観条例につ

きましては、もともと平成２０年に和束町が京都府景観資産第１号に認定されてから

それから景観法に基づく景観行政団体として認定されて、それから景観計画をつくっ

たという順を追っての中での条例の最終形でありますので、確かに、早く条例を制定

したいということは、景観法そのものの流れの中でもありましたし、そちらのほうが
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大きくて、美しい村連合の更新て確かにその条例があったほうがよいというのはある

んですけども、それが全てではなくて、景観法の景観行政団体、それから景観計画、

そういった流れの中の条例制定ということのほうが大きいのが実際でございます。  

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 一つのもちろん動機にはなると思うんですけど、それはもちろんそうだと思います。

ただ、やはり今の話も含めてですね、私がとりわけ思っているのは、内容以前にこの

内容が今後これで１０年、２０年、その後も含めて和束のまちづくりの軸としてやっ

ていかれるというんであればね、やはり主体として位置づけていただいている住民の

方のこれに対するかかわりというものが現時点でいいますと、どこまで行っても１０

０％十分ということはないかもしれませんけども、現時点でいえば、そういう意味か

らしても十分ではないんじゃないかというふうに思いますし、そういう状況で制定し

ても、これが十分に生かされるという意味では弱いんじゃないかというように言わざ

るを得ないと思います。 

 それと、内容的な問題なんですけども、いわゆる今回この条例自身は、なりわい景

観ということで、いわゆる自然にあるということじゃなくて、人の手が入って、なり

わいとして営まれる中で形成されてきたというものだということで、それはそのとお

りだと思います。ただ、それを支えているのは農家の方であったりというのは、直接

的にはそうなってくると思うんですけども、１２月の議会のときにこの点で一般質問

した際に、これを進めていく上でも、担い手の育成であるとか後継者の問題というも

のを位置づけて進めていくということと一体でなければなりわいとしては形成されて

いかないという意味で質問したと思うんですけども、ただ、町長の答弁では、景観条

例との関係では特にリンクさせずに、いわゆる農業振興一般の問題として今後位置づ
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けていきたいというような答弁があったと思うんですけども、私はここの目的や基本

方針という中に、そういった部分というものが、どうせやるんであれば、はっきりと

位置づけていったほうがいいんじゃないかというふうには思ったんですけども、その

辺、町長、いかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 この景観条例といいますのは、和束町でこれまで住民の皆さんや農家の方たちが生

活をやってきて、そして和束町のこの状況をつくり上げているわけであります。今も

ありましたように、いろんな状況を見据えた中で、今後もこういった和束町のまちづ

くりは変わらないものであります。そうしたことをきっちりとまちづくりの背骨とな

るものの条例が必要であります。 

 今、岡本議員のご質問では、この中に全部、農業振興から、後継者の問題から何か、

そうじゃなしに、いわゆるその方向性、精神的なもの、背骨的なものをここにきちっ

と出す。この精神を受けて農業振興を進めていく。また、いろんなものを充実させて

いく。先ほど村山議員が言われたように、和束町のこれまでの進めてきたまちづくり

をこれからも大きくまちづくりが変わるであろうという中でも、こうしたまちづくり、

住民とつくり上げてきたこの産業振興、基幹産業として発展したまちづくり、これを

これからも進めていくことによって、和束町が維持される。そのためにも、農家や住

民の人がそういったことに誇りを持つ。このブランド力を高めていく、その精神をう

たってきているものだと思います。だからして、ここの中に後継者問題、また、いろ

んな道路問題、いろいろあると思いますが、これはこの精神を受けて各種事業の振興

を進めていくと、こういう考えでありますので、１２月の議会でしたか、これを全部

うたっていませけども、これを尊重して今後の行政推進、それぞれの事業で生かして
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いく、こういうことを考えていきたいという意味を答弁をさせていただきました。  

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ４番、井上議員。 

○４番（井上武津男君） 

 私からは、１点だけお尋ねしたいと思います。 

 中身の問題なんですけどね、７条で観光客等滞在者について書かれておりますけれ

ども、この観光客や滞在者について、これは義務でなければ、単にお願いであるとい

うことになるんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 第７条の観光旅行社等の責務についてでございますけども、こちらのほうは責務で

ありますので、しなければならないというふうに義務を定めております。 

 ただですね、これに対する罰則であったりといったところが直接的にはないですの

で、事実上の理念的なものとなってございまして、それをするかどうかというところ

は観光客にお任せするというところなんですけども、町の精神、思いといたしまして、

観光客にも一定のご理解をいただいて、配慮ある行動をとってもらって、農家、なり

わい景観を守っていくことに配慮していただこう。つまりは、農家の作業の邪魔にな

らないようにしていただこうということを町としてもこの条例でお願いしたいという

ふうなことでこの条文をつくらせていただきました。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ４番、井上議員。 
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○４番（井上武津男君） 

 それでは、強制力がなければ景観を害する人やそういう人たちについての意味がな

いのではないかというふうに考えるんですけども、それはどのようにお考えでしょう

かね。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 こちらの条例は、当然、方針といいますか、理念というものを掲げさせていただき

ました。それに当然基づいた施策というものが、理念を掲げたからこそ根拠ができる

わけですから、この条例に基づく施策というものも考えることが可能かと思います。 

 そういった意味で先送りということになってしまうんですけども、この条例ができ

た上で必要な施策というのも今後生まれていこうかと思いますので、その具体的な施

策の中でまた議論をしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ４番、井上議員。 

○４番（井上武津男君） 

 それでは、将来に対しては、いわゆる強制力を持つという可能性も出てくるわけで

すね。それだけで私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 お答えいたします。 

 現状のところでは、大きな方針である条例という大きなものをつくらさせていただ
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きました。今後、具体的なものに関しましては、もし、これから条例が成立したら、

その後、規則をつくっていきまして、その規則に基づいて具体的な施策の要綱という

ものもできてまいります。その中で、実際に町民の方からの観光客がふえて生活に支

障を来しているであったり、農家の作業の邪魔になるという声は実際に聞いているわ

けですから、そういったことに対する施策というものも具体的なものとしてつくって

いきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それでは、第１２条にですね、景観重点地区ということが定められているんですが、

景観重点地区とは、今はどの地域を考えておられるんですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 もともと想定していたのは、京都府景観資産に登録されている石寺、白栖、撰原、

釜塚、原山プラス湯船という六つの区を考えておってですね、実際にその区の区長さ

んにも検討委員に入っていただきまして、本来であれば、もともとの青写真でいきま

すと、それを重点地区と指定した上でこの条例というものを定めていきたかったんで

すけども、その議論の中で今つくっていくわけじゃなくて、今後、住民の理解という

ものも深めていって、事後の申請制という形で区から申請していって重点地区として

やっていきたいというふうな意向も聞いておりまして、そういった形でこの条例がこ

の形になったという理解でよろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 
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 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それでは、今は重点地区というものは一応まだ指定はされてないんですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 まだ指定のほうはされておらず、今後、住民の皆さんの理解を深めていって、区か

ら申請していただくという流れになってございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それではですね、この景観条例の概要の中で（４）ですけども、重点地区では、景

観の保全・育成に係る支援を受けることができるとなっているので、この支援という

ものは金銭的なものでしょうか、人的なものでしょうか、その辺の答弁を願いたいん

ですが。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 これはですね、この規則ができて具体的な要綱をつくっていく中で、さらに議論を

深めていきたいと思っているんですけども、大きな流れといたしましては、景観保全

につながる茶業振興ということで災害復旧対策、それから茶畑の耕作放棄地の対策、

それから農道整備、要は、作業がしやすくなるように、耕作放棄地になるのを防ぐた

めの農道整備、大きく茶業振興としましては、その三つの策を考えておりまして、そ



― 24 ― 

れ加えて、茶業振興と実際に条文でもうたっておりますので、どういったものができ

るかということも議論を深めていきたい。この具体的な内容も幾らの補助にするかと

か要件とかも今後議論していきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それでは、茶業の振興等をメインにうたっておるんですけども、荒廃茶園とか出て

きた場合、田んぼが荒れた場合、町が強制的に命令を出すようなことはできるんです

か。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 こちらの農地に関するところは、やはり農業委員会の権限というものがございまし

て、そちらのほうと当然連携していって耕作放棄地対策というのは進めていこうと思

っています。 

 ただ、この景観条例、あくまでも景観に特化したものでございますので、耕作放棄

地対策といいましても、根本的に耕作放棄地を耕作者に耕してもらうというようなこ

とではなく、実際の茶畑の景観を守るために形を整える作業をする、そのための日当

を支払う程度しかできないじゃないかということは、今、考えておりまして、これも

どこまで突っ込んだ支援策になるかということは今後議論していきたいというふうに

思っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 
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 ５番、岡田議員。 

○５番（岡田泰正君） 

 この条例を読ませていただくと耕作者ですね、全体的な景観的なスポットであれば

それほど問題ないと思うんですけども、私の地域で抱えておるのは個人が所有してい

る一つの畑を一つの景観地として観光されているわけですね。その方についても、現

在も７０歳を超えた高齢者の方であるし、そういう一つのものにスポットを当てられ

てこういう条例が定まったときに、その耕作者の方が非常に保全するのに心のプレッ

シャーというんですかね、そういうのに非常に責任を感じて迷われるというようなこ

とがこれから起こってくると思うんですね。そういったときに行政はどのような救い

の手を述べるか、あるいは耕作されている土地をどのように保全していく、そういう

ような一つの方向づけというものは、今、考えておられて素案として持っておられる

のか、その点について回答していただきたい。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 条例検討委員会の議論の中でもやはり農業委員にも入っていただきまして、大きな

声というのは高齢者問題と後継者不足、その二つというのは一番大きくてですね、こ

れは日本全国どこも同じだと思うんですけども、和束町の農業の一番の問題というの

は高齢化と後継者という、この二つなのかなというふうに思っております。 

 今回のこの条例に関しましては、重点地区のスキームといたしまして区からの申請

というものを掲げております。ですので、まずは区のほうで相談していただくという

ことが一番重要かなというふうに思っています。 

 その区の話し合いの中でありましたら、区長さんとも我々行政というのも比較的意

見交換する場も多うございますので、その中でどういった補助制度があるのか、それ
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とか、どういったことが行政としてサポートしていけるのかといったことも相談して

いただくことになると思いますし、また、地域の農業委員の方とも連携して、そうい

った耕作放棄地をなくしていくという取り組みはやはり区が申請者となっていること

から、より意見交換をしやすい体制なのかなというふうに考えておりまして、そこで

地域全体で地域の問題を考えていきたい。それもサポートをしていきたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、岡田議員。 

○５番（岡田泰正君） 

 今、さまざまな考えをお持ちだということはわかるんですけども、やはり耕作者と

いかに綿密なコンタクトを常に持っていっていただくかということが重要だと思いま

す。だから、今、言いましたように、高齢者、その世代の方も後継者がおられません。

ですから、また新たな耕作者を模索していく必要があろうと思います。だから、そう

いったことをスムーズに人的なフォローをしていくことが観光地を残す、あるいは景

観を保っていく、その一つのプロセスになっていく。 

 その道筋が途切れてしまうと慌ててしまって、どうしようかという形になってしま

いますので、石寺の日本資産の景観第１号についても、全体の耕作者と窓口を大きく

開いて、やっぱり胸襟を開いた中で話を持っていっていただくと、そのコンタクトを

絶えずとっていっていただきたい、このように希望していますけど、その点について

ご答弁をお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 
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 我々はあくまでも景観保全という立場になるんですけども、景観重点地区になれば

そういった支援策というのも、直接的な後継者対策、もしくは高齢化への対策になる

かどうかというのは、また議論は深めていかなきゃいけないんですけども、そういう

支援策については議論を深めていかなきゃいけないんですけども、住民勉強会、住民

説明会というものはやっていくということで、その検討委員会の中でも、対象の区長

さんには話をさせていただいております。ですので、職員が今後そういう重点地区の

登録に向けてにはなるんですけども、名目はそれになるんですけども、そういった中

で地域の問題というのも実際に聞いて、それで一緒になって考えていきたいというふ

うに思っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 済みません、あと少しお聞きしたいんですけども、今、議論になりました、さっき

言いました指定されたところの支援策いう話が今ありましたけども、先ほど言われた

ような耕作放棄地対策であるとか、農道をどうするとか言われたようなことというの

は、ある意味、条例があろうがなかろうが基本的にはしなくちゃいけない内容だとい

うように思ったんですけども、その条例をあえてやって、それで支援するんだという

よりも、条例がなくてもしなくちゃいけない内容のもんじゃないかと思ったんですけ

ども、その辺はどうですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 現行の制度でありましたら受益者が複数いないとだめだと。要は、補助金の使い道
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といたしまして、個人に対する個人給付に当たるというものは、国であったり府とい

うものは避けていると。そういった状況の中で、町ならではとして、受益者が１人で

あってもそういった支援策が受けることができる。そういったところでこの条例とい

うものは、今まで救えなかったところを救うというようなことを、今、想定しており

ます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 もちろんそういったメリットといった部分というものがあるのかもしれませんけど

も、ただ、そこは今回の条例にかかわらず、ある意味、必要なもんではないかという

ふうに思います。 

 それともう一つ、その指定にかかわってですけども、一応、今後想定されている地

域はもちろんですけども、一定各区のほうで行政区単位で議論いただいて、申請する

かどうかという動きになっていくという話なんですけども、ただ、先ほど来、いわゆ

るなりわい景観であるがゆえに、なりわいの担い手が不足したりとか、あと、手が入

らなくなったりとかいうことが起これば、どうしても景観というのは荒れていくとい

うのは否めないと思うんですね。 

 それを防いでいくということが一つの条例の趣旨ではあると思いますけども、ただ、

やはり先ほど言いましたように、農地をどうするかとか、なりわいを守れるようにど

うするかということは、ある意味、最終的には農家の方が決定することであって、い

わゆるそれを強制的に従事させるということはできないと思うんですね。なりわいが

乱れるから、もうかろうがもうかろまいがやっといてくださいということにはいかな

いと。だから、そこはやめるとなればとめることはできないと思うんですね。そうな

ったときに、一定、例えばそこが重点地区として指定はされたけども、それに耐えら
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れないような状況になっていくということも、それはあってはならないかもしれない

けども、やっぱり想定もされると思うんです。そういった場合の重点地区を外してい

くといったような手続上の問題とか、そういった過程であるとかいうのはどうお考え

ですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 今後、区からの申請ということを制度の仕組みとして考えておりますので、区のほ

うで相談していただいてというふうになると思います。それで、そういった重点的に

守るということがために、逆に足かせになってしまうというようなことがあれば、そ

れも、今後、規則をこれからつくってまいりますので、その取り下げであったりとか、

解除ということの申請もできるようなスキームも検討していきたいというふうに思い

ます。 

 我々のほうとしては柔軟に対応していくものが町の条例だと思っておりますので、

初めに何かがちっと決めて、それじゃないといけないというような、今回の条例の趣

旨もそうなんですけども、規制によって景観を守っていくんではなくて、支援によっ

て守っていくという大きな方針でやっておりますので、柔軟に仕組みを考えていきた

いというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 先ほど来の話、議論も含めて、本当にこの条例を今後の和束のまちづくりとか、あ

と、農業振興というものに生かしていくということから考えますと、ある意味、本当
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に重要な中身だと思います。 

 ただ、やはりそれだけに、先ほど来、言っていますように、スタートのところから

この程度の住民的な理解や議論でやってしまっていいのかということは、今、話をし

てても思うんですね。 

 ですから、この間、今回のこの１年ぐらいの説明とか話で一定やれたというふうに

思ってはるかもしれませんけども、それと何年も前から景観計画を立てて一応やって

きたと言われるかもしれないけどもね、これだけのことをやるんだったら、最低限、

全ての住民が責務を負うというんであれば、各区へ必ずちゃんと運んでこの条例の趣

旨を説明するであるとか、意見を聞くであるとか、もっと形だけじゃなくて、もっと

実質的な形で意見を求めるような方法もとるであるとか、本当にそういったことをや

り尽くした上で今回提案されているというふうには私は理解できませんし、言われて

いることが大変大事なだけに、今ここで決めてしまっていいのかということは思わざ

るを得ませんので、そこをしっかり見きわめた上で判断させていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑の途中ですが、１１時５分まで休憩します。 

休憩（午前１０時５２分～午前１１時０５分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、質疑を続けます。 

 質疑の途中でありますが、この議題については私からも議員の立場から質疑があり

ますので、副議長と交代します。 

○副議長（吉田哲也君） 

 質疑を続けます。 

 岡田議長。 
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○１０番（岡田 勇君） 

 先ほど申し上げましたとおり、議員の一人として質問。 

 その前に、余り私が茶業のことについて理解が薄いいうたら失礼なんですけども、

茶業は専門でないので申しわけないですけども、その点、了承いただきたいと思いま

す。 

 実はですね、この景観条例について、お茶をしておられる５０代ぐらいの人に私が

聞いたんですよ。こういうことをするんでどうだということやったら、知らん、何の

ことやと、こういうのが多かったんです。先ほども岡本議員らのそれぞれの質問と重

複しますけども、パブリックコメントをやられたりとか、それから８月、９月に３回、

２７人の人が集まってこられたと。それはあるんですけども、やはりこういう条例を

出すとするならば住民の総意が必要だと私は思うんです。 

 ２７人、パブリックコメントがなしで、それが和束町全体の住民の人の総意なのか、

その辺を私は非常に、余り早く進め過ぎなんじゃないのかということに疑問を抱いて

おるんです。ですから、こういうことは慎重に、２７年から計画されておりますけど、

熟して熟して熟してこそね、住民の総意が生きてこそ初めて住民の皆さん、たとえ半

分以上の方でも理解してもらえばいいんですけども、今の答えを聞きますとですね、

２７人が賛成と。２７人の人ってどんな人やって思います。農業の人ならよろしいよ。

そやけど、この条例は和束町全体の条例ですからね、やはり農業の方もおられます。

サラリーマンの方もおられます。商売されている方もおられます。こういう人のこと

をバランスをとって意見を聞いた上で出すのが私はいいのかなと思ったんですけども、

その点、町長。 

○副議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 
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 まずは、この景観といいますのは、和束町に住んでおられる全住民の皆さんの生活

のあらわれであります。これまで宇治茶の主産地として発展して、茶業が基幹産業と

して発展してきたまちづくりというのはこれからも進めていかなきゃなりませんし、

この方向には間違いないだろうと思います。そのためにも住民の皆さんがそうしたこ

とに誇りを持って意識を高めていく、そういうことが大事であろうということになり

ました。 

 そして、村山議員の質問にもありましたように、これからトンネルが出てきますと、

やはりまちづくりはそこを見据えていかなきゃならない。そういった状況があっても

ですね、これまで築いてきたこのまちづくりの基本というのは私は大事であると思っ

ております。この生活は農家だけで築いておられません。和束町に住んでおられる多

くの方が構成している地域づくりである、生活であるわけです。そういうことですか

ら、今、岡田議員が言われますように、慎重に進めてこなければならないというよう

なことは当然でありますし、岡田議員のおっしゃるとおりだと私も立場をとっており

ます。 

 そういう意味で、住民意識をみんなで考えていこうということから、先ほど遅いか

早いかは別ということで言われておりますが、平成２７年にこの景観計画をつくらせ

ていただきました。そして、そのもとに計画というのは方向性、今後のまちづくり、

これも考えていかなきゃなりませんから、いろんな角度から慎重に慎重に立場の方に

も入っていただいて検討もいただきました。そして、この計画をさらに進めていこう

という条例の制定まで行きますとですね、委員さんに入っていただく。これはいわゆ

る農家の代表、例えば、農業委員さんとか農家の、また区長さんの代表、区長さんに

も入っていただきました。そして、多くの関係者にも入っていただきました。当然、

学識経験者にも入っていただいて慎重に審議をしていただきました。そして、その審

議も計画を進めてきて、やっぱり審議委員の意向を尊重しなければなりませんので、

行政で明らかに、はい、これまでというわけにはいきませんので、和束町長としては、
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前に岡本議員も質問ありましたように、何とか３月に出したいなと。これも政治的な

判断であったわけなんです。 

 しかし、担当課長のほうは、こういったことは十分審議会の委員の意向を聞いて、

そして住民の代表も入っておられるわけですから、区長さんから農業関係、全て入っ

ていただいておりますから、この意見を聞かなきゃならんということで、その委員会

の内容を慎重に審議していただく。だから、ありきではないという方向で示されてお

りました。そういうもとで進めてきました委員会がこの２月に委員長からいろいろと

審議していただきましたが、一応、こういう形でということでご報告いただきました。 

 その大きな趣旨といいますのは、住民の皆さんに、これから先も和束茶は宇治茶の

主産として成り立っている地域づくり、どんな状況に変わろうとも、こういった地域

づくりを和束町の全体として進めていかなきゃならんという方向を理念として持とう

やないかと。意識を深めようやないかと、こういうことであります。そういうことと

あわせて、やっぱりこれらを大事にしたまちづくりをしていこうということでいただ

いたものですから、私は、議員の皆さん方、そして任期の最終というのがあったもん

ですから、こういう歴史に残る内容についてはこの議会で議論いただきたいというこ

とで政治判断させていただきながらきょうを迎えたと、こういうことでありますので、

今、岡田議員が言われるように、本当に慎重にしなければならないという点は重々承

知でありますが、そういうことについては、今、申し上げました取り組みの中で頑張

ってまいりたいということでご理解をいただきたいということで、よろしくお願いい

たします。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 審議会とか委員さんの意見を聞いて質問されてることを町長おっしゃってますけど

も、それは多分、我々、いろんな委員会もあって諮問はしますけども、最終的には町
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長が政治判断を下される、これが大事なんですね。 

 私、目的の１にあるんですけどね、住民が景観の価値を認識し、誇りを持てるまち

づくりを進める目的とすると、この住民というのは、和束町全部の住民なのか、農業

振興をされている対象にするのか、その辺はどういうことなんですか。全住民だった

らわかるけど、「住民が」っていうのが、その辺ちょっと。 

○副議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 こちらの１条に掲げている住民というのは、全住民でございます。 

 以上です。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 私が、今、読んだだけで住民が何だかわからないのに、どうして全住民を入れない

んですか。私が読んだだけでもどっちか聞いているんでしょう。住民の方がこれを見

て、全住民と答えることができますか。そうやなと思いませんよ。万が一、入れるだ

ったら全住民の全ての住民とかいう言葉を入れたらいいんじゃないですか。どうです

か。 

○副議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 和束町の景観条例の一番最初の目的でありますので、当然、住民というものは全て

を指していると。その中で支援策を実際に受けれる者というのが農業振興というふう
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になっていますんで、確かに、この制度のスキームをつくったときに全住民を縛って、

恩恵をこうむることができるのが農業関係者だけというふうに受けとめられるという

ふうには考えておりましたけども、和束町の景観の根幹は茶畑景観、それを保全して

いくこととして農業の従事者への支援策というものをつくっていった、そういった話

の流れといいますか、論理としてはそういったことで今のことになっておりますので、

まずは全体としてこの景観を守ることで住民がこの町に誇りを持っていただきたいと、

持てるようにしていきたいということを考えてつくったのがこの１条でございます。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 全住民だということをおっしゃっているのに、ここはただの住民になっているでし

ょう。全住民に縛りをかけたら悪いというような憶測ね、それだったら対象者の農業

振興の住民に変えたという意味ですか。そんなんへ理屈ですやんか。正確に皆さんに

するんだったら、全住民がお互いに景観の認識を持つ、これは当たり前の話や。それ

を答えることができないのですか。以前が全部縛ったら絞り、全部にかけたらぐあい

悪いとかいうような感じじゃなくて、当然こういうことをやるとするならば、和束町

の農業振興、すなわち和束町の全部の振興にかかわることですから、全部に理解して

もらわんと、一部だけ理解してもらうということになったら、それはいかがなもので

すか。ですから、言葉のあやじゃないですけども、全住民の「全」と入れてもいいじ

ゃないですかと、説明が一々、全住民に説明行きますか。そうでしょう。そんな質問

まだわからない、見せてもろたかて住民の皆さんが。それはこういうことですよとい

うと、これはやっぱり親切なやり方ですよ。どうですか、課長。 

○副議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 
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 はい、お答えいたします。 

 確かに、全住民に係る条例でありますので、言葉の内容的にはおっしゃるとおりか

もしれませんけども、住民という言葉で全体をあらわすということでご理解いただき

たいというふうに思います。 

 全住民への説明というところでは、実際にはこちらから出向いてというわけじゃな

くて来ていただいてというところでやった結果が、ほとんど人が集まらなかったとい

うのが現状でありますので、今後、条例をつくった後ではありますけども、実際には

区からの申請によって重点地区を決めていくというふうになっておりますので、やは

り丁寧な説明というものも今後もさせていただきたいと思います。 

 それで、全住民に係る規制といいますか縛りというものは、そういった意味で緩く

すると、そこが２条の第２項のほうに「住民の暮らしを尊重するとともに」というふ

うになっておりますので、ここのところで過度な縛りを与えないということで配慮し

ておりますので、そういったところでもご理解いただきたいというふうに思っており

ます。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 また、縛りとおっしゃいましたね。縛りと言うとね、受けるほうは縛られてるのか

というぐあいに思いますから、理解してくださいと、そういう言葉で言わはったら私

はいいと思います。 

 次ね、基本方針の第２条ですけども、なりわい景観は基礎産業である。茶業の形成

により違う、これは当然のことだと思います。 

 その２項に、「保全の育成に当たっては住民の暮らしを尊重するとともに、なりわ

い景観と調和した町並みを形成しなければならない」、このなりわい景観と調和した

町並みってどんな町並みですか。 
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○副議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 こちらはですね、具体的に景観計画のほうに書いてございまして、華美な色であっ

たり、必要以上の高さ、高い建物であったり、そういったものとか奇抜なデザイン、

そういったものを制限するといいますか、そこはせずに、落ちついた色合いであった

り、形であったり、高さであったり、そういったことを守っていただきたいというこ

とで、理念的な部分でありますので、こういった書き方をさせていただいた次第でご

ざいます。 

 以上です。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 そこでお聞きしたいんですけど、星野グループが入ってくるという。町長はいろい

ろ努力されておるんですけども、この星野はデザイン的にいうたらとてつもない、び

っくりするようなことを建てて成功してますわね。和束町で、例えば、茶の真ん中に

ビルでも建てたいという話が出たら、星野さんには引いてくださいと、そう言えるん

ですね。星野はそれしかかなわんと、こういう建物しかかなわんということがあった

ら、当然、向こうも商売ですから、要するに、全国の国民向けの建物を建てたいとい

うことになった場合、和束町で建てたいという計画をされたときは断ることができる

んですね。 

○副議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 
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 はい、お答えいたします。 

 具体的に、今、協定に基づいて進めている事業名の話でございますが、そういった

事業につきましては、求めておられるのは和束町のなりわい生活なり、なりわい景観

であります。そして、今ご質問ありますように、ビルとか、私たちが概念を持ってい

るような、そういう突出的な要素というのはここには求めておられません。もし、そ

れであるんだったら、社長の言われる言葉では、「こんな不便なとこまで来るより便

利なとこへ行きますと」、ここの不便さのよさとかいう言葉の中に意味があります。 

 お茶畑に囲まれた和束町、そして、それをなりわいとして生活、こうしたことがで

すね、いわゆる私たち国民にとっても心がいやされるリゾートしてできているんじゃ

ないかと。和束町そのものを生かしていきたいと、こういうことであろうと思います

ので、まず、今、岡田議員が心配されるような大きなホテルとかビルというものは想

定に入っておりませんし、和束町には求められておらないということでご理解。あく

までも和束町のなりわい景観、なりわい生活をどうみんなに知っていただくかと。そ

れをリゾート地として今後考えていこうということで、今、協定の話し合いを進めて

いるところであります。 

 以上です。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 星野さんが来るということはね、この近辺の住民の人は全部、そういうなりわいと

いうことは全然わからないから、人が寄ってきて建物建てて観光ができるようだとい

うことで理解してますよ。町長がおっしゃるなりわいで自然を生かせるように星野さ

んとも協議しているということはどなたも思ってません。 

 電話でかかってくるのは星野ええなあと、そういうことばっかりですよ。それも一

つの説明なんです。丁寧な説明をしないと、和束に星野が来るということは、そうじ
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ゃないと。和束の自然を生かしたものを検討してますということでも言ってもらって

たらいいねんけども、そんなことなしに、提携してやっていこうと思ってますという

ことは、私は説明不足やと思うんです。 

 今後、星野さんに来てもらうかどうかわかりませんけれども、その辺は十分理解を

してもらった上で、和束は和束なりのホテル業かどんなことかわかりませんけども、

そういうことに十分やってほしいと思います。 

 その次にですね、自然との調和ということがありますね。橋一つにしたかて、自然

なら木の橋をかけたほうがいいのかということになるんですよ。その辺はコンクリー

ト橋もかけないかん場合もあるんですよ。だから、考えたら調和て非常に難しいんで

す。余り調和調和にしたら、自然に調和だったら木の橋をかけなさい。木の橋やった

らよろしいやんてなるんですよ。だから、その辺も十分注意をしてほしいと思うんで

す。その点、町長、どうですか。 

○副議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 この調和については、今、言われるように、自然いうたら木だとか、そうじゃなし

に、いわゆるもっと大きい意味での調和というふうにご理解いただきたいと思います。

あくまでも住民にとって自然とうまくマッチしているなと。マッチというか、そうい

うことも意味を狭くするので難しいわけなんですが、私たち生きていること自体が自

然的な存在ですから、私たちみんな住んでいる者が豊かに、そして、このまちに誇り

を持てるような設備であれば、これは自然との調和というふうに理解していただいた

らいいんじゃないかなと。 

 いわゆるコンクリートというようなことでも、自然違うて言うたかて、これはそう

いうふうにはすぐだめだという問題じゃない。例えば、早いこと、うちのほうの姿勢

で受けてやってくれておりますのは、ローソンのところでですね、あそこの看板、ふ
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つうだったら緑を出しててくるんですが、うちは景観を大事にしているということで、

そういうことで、同じ形ですけども、配慮していただいた看板になっていると。あれ

もそういう意味で調和としたことで協力していただいているんだなと思っております。 

 そういう意味で、材料は同じだっても、どう自然にマッチするか。そして、私たち

の誇りとしているなりわい景観のなりわいの中心とした生活にどう生かしているか。

それと、どう合っているか。そして、それが私たちの誇りにつながるものであれば、

私はいいものだと、こういうふうに理解しておりますので、形でこうだということは

重ねて申し上げますが、さしにはしていない。ちょっと難しいわけで、もう少し広い

ということでご理解いただきたいと思います。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 町長がそうして説明してもらったら非常によくわかるんですけども、先ほど課長の

質問ばっかりですのでわかりにくかったんですが、それでですね、もう一つ重要地区

ですね。これは１４区あるにもかかわらず６区ということですね。今、６区だけが重

要地区となっておるんですね。この辺は６区になったのかということ、これが一つ聞

きたいことと、それから支援を受けられる。先ほども岡本議員から支援を受けられる

とおっしゃった。支援を受けるけども、そこに災害復旧対策というふうにおっしゃっ

た。災害復旧対策ていうたら、仮に起こった場合は、そこだけが最優先で受けるのか。

そうじゃなしに、人的な災害が起こった場合だったらそちらのほうがさきなのか。支

援を受けるときにそっちが最優先というのはおっしゃっていたから、課長の説明では

ね、それやったら初めから何もする必要ない。私にしたら、一番大事なのは人的災害

が受けるとこが最優先ですわ。重点地区だけが一番先にするということやないと私は

思うんですよ。その辺の区分けをどうされるんですか。 

○副議長（吉田哲也君） 
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 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、６区に関してです。対象の６区については、もともとの案でありまして、基

本的には全区が対象になって、区からの申請によってというスキームに変えましたの

で、今あるこの制度では、６区というのはあくまでも当初の計画で、区長さんにも検

討委員にもなっていただいた区であるということで申し上げたまででございまして、

あくまでもそれは当初想定していたものでありますので、今は１４区全てが区からの

話し合いによって申請していただくというふうになってございます。 

 それから、災害についてでございますけども、こちらのほうは、災害が起こった場

合の災害復旧というものは、当然、別の予算といいますか、別の事業としてあるもん

でございます。それとは別に、恐らくそれに上乗せするであったり、それで拾えない

部分、先ほど例として挙げさせてもらったのが、受益者が複数名でないと災害復旧の

支援が受けれないというようになっているのであれば、重点地区であれば対象者が１

名であっても受けられることができるというように、下限を救うであったり、今の制

度の府であったり国の制度で救えないところを町でカバーするというような、そうい

った支援策を具体的に考えております。 

 以上です。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 概要に書いてあるのは、重点地区は、行政区から申請により審議会に諮問した上で

区ごとに指定すると。申し立ても全部なっているから構へんというようなことでおっ

しゃった。私、六つて聞いたら、ここは全部とおっしゃったね。それやったらなんで

こんなとこにこういう文言を入れるんですか。「諮問した上で区ごとに指定する。重
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点地区では、保全育成に係る支援を受けることができる」、支援を受けることができ

るもできないのも一緒なんですか。重点地区だけがそういうことで支援を受けるんで

すか。全部が一緒になったら重点地区というのはなくなる違うの。全部違うの。 

○副議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 現時点では重点地区は一つもございません。それで、ない中で、緩やかな景観保全

の地区としては町全体がなってございます。その中で、より厳しい決まりをあるとこ

ろが重点地区でございます。重点地区になるのは、今後、区から話し合ってもらって

申請を上げてもらうということになっていますので、現時点で重点地区はどこもない

のが現状でございます。 

 以上です。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 現時点で重点地区がないのに、何で重点地区とうたうの。重点地区がなかったらつ

くるわけやな。つくるのは全部じゃないのか。私、６区だけかって聞いたら、前のと

きは６区だけやったけど、今回は全部がとおっしゃっているならこんな文言する必要

ない、全地区が重点地区やから。そういうことで解釈していいのか。 

○副議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 済みません、私の説明で誤解を招いたかもしれませんけども、１２条に、「町長が
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指定する重点地区の範囲は区ごとにする」とありまして、あくまで今後やるべきもの

を重点地区として指定していくものでございまして、最初に６と言ったのが本当に申

しわけなかったです。それは誤解を招いたんですけども、６は単に我々が想定してい

ただけでございまして、このでき上がった条例最終案では、重点地区というものは今

後これから決めていくと。その決め方としては、区からを挙げてもらうということで、

これから決めていくということで、この情報を入れさせていただきました。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 わかってわからんようなことで、私が勉強不足やからわからんのやけどね、町長は

１２条で、重点地区の範囲は行政区ごとに町長が指定すると言うたったな。それは入

ってますね、入っているでしょう、１２条。町長が指定するねんで、重点地区も。も

ちろん各区から一応聞いた上で、けど、そんなん要らんて区ありますか。皆全て同じ

ように扱ってほしい、やってほしいというのが当然やんか。それを町長が指定するて、

こんなん関係ないん違うの。 

○副議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 お答えいたします。 

 その次に１４条のところに、「重点地区においては、景観計画に定める行為の制限

に該当する行為をしてはならない」というふうになってございまして、これは計画の

ほうを見ないといけないんですけども、重点１種地区と重点２種地区というのは、例

えば、届け出の義務がですね、高さ制限が１５メートルのところが１０メートルにな

っていたり、建築面積が１０平米を超える建物でも事前に届けなければいけないとか、

そういった手続がほかの地域よりも厳しくなっているということがございますので、
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そのかわりといってはなんですけども、町が決める支援策を受けることができて、よ

り景観を保全していきやすいようにしているというのがこの重点地区制度でございま

す。 

 以上です。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 高さ制限とか、そういうことはうたってあるの。何条に書いてあります、教えてち

ょうだい、高さ計画とかそういうやつを。 

○副議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 こちらのほうは条例でございまして、２７年度に定めました計画のほうで具体的に

表をつくりまして、重点１種地区、重点２種地区、一般地区という三つの区分に分け

まして、それぞれ１は一番厳しい、２がそれに準ずる厳しさ、１は町全体という格好

で、町全体を三つの区分に分けているんですけども、厳しい重点地区１種、２種とい

うものは、これから区からの申請によって定めていくという形になってございます。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 私の認識不足か勉強不足かわかりませんが、そういうことも住民はわからない。そ

ういうことで丁寧に説明が必要やと私は思います。それは私の勉強不足ということに

しておきます。 

 それと、樹木ですけどね、第２８条、管理方法の基準は次に掲げるものとする。そ
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の２で、木が死んでいる及び消滅を防ぐために病虫害の駆除その他の処置を行うと。

これは消毒するということですか。 

○副議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 こちらの２８条の景観重要樹木、それから、その前の２５条にありますような景観

重要建築物、こういったものはもともと景観法に定められている制度でございまして、

法律によって既にそういったものの制度があって、例えば、樹木であった場合、それ

を町長が指定することができるというふうになっております。その法律に具体的にそ

ういうふうになっておりますので、条例によって同じことを定めて、具体的な手続と

いうものであったり、どういったことができるのか、してもらえるのかということを

定めているのが５章に掲げているもの全てでございまして、実際に、例えば枯れてし

まうであったり、病気になってしまった場合、それが重要な樹木であれば、行政とし

て枯れないように、もしくは守るように手段を講じることができるというふうになっ

てございます。 

 例えば、人のものに対して行政がお金を払うというのは基本的にはできないという

ふうになっているんですけども、景観的に重要なものであったら、公のものじゃなく

て個人のものでも、指定さえあれば税金を投入して保全していくということができる

というのがこの条文でございます。 

 以上です。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 森林については、私ども和束町は湯船地区なんかは森林で昔はやっておられたので、
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今もなお森林についての間伐、虫が出たら、それを切って出すとかいうことをやって

ます。当然、これはずっとやってきてます。湯船区に対して資金を出してやってきて

ます。その意味はわかります。 

 ただ、個人の人の山に、今、課長がおっしゃったとおり、そういうものがあったら、

それは金を出してでもするということね。意味はそういうことですね。 

○副議長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 あくまでも景観重要でございますので、もし、林業をされているような山がどうし

ても景観上、重要だということがあれば、今回のこの景観条例に基づいた支援策とい

うことが講じることができると。樹木を守るということができるというものでござい

まして、あくまでも美しい景観を形成するための樹木、建物というものに限定してご

ざいまして、全てのものというわけではございません。 

 以上です。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 そしたら、悪いて言うたら失礼ですけど、悪い樹木がいっぱい倒れると。景観上も

全然見えないんだというふうなことだったらできないけど、見えるとこは直しましょ

うと、そういう意味ですか。悪いもよくも、和束町全体のことを考えたら全てを直し

ていかなあかんの違うんかいな。 

○副議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 
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 一つお答えいたします。私のほうから一つ。 

 例えば、今、森林ということで山全体を指しておられます。一応、２７条で記入し

ておりますのは、樹木を指定いたしております。樹木がたくさん山にあって、大事な

ことがこれに該当するわけなんですが、想定しているのは、樹木を想定している。そ

して、それが今まで個人であったらなかなか援助できなかったものが、あらかじめ指

定しておれば何とかそれを防いでいきたいと、守りたいと、こういうことであります。

まずは指定をしていかなきゃならないわけであります。 

 先ほども指定という話がありますが、景観条例をつくって守るんですが、区によっ

ていろいろと指定というものは区民の声を聞いて、そして十分議論していただいて、

そして重点区に指定するとか、また樹木に指定するとか、そういうものに一旦すると、

こういった援助をしてこの地域を守っていきたいと、こういうことでありますので、

先ほど岡田議員が言われておるのは、湯船の森林、これはまた別の法律で、山そのも

のもそういうことであろうと思いますので、樹木がようけあったら別ですけども、一

応これで想定しているのは、各庭とか、どこかの神社とか、そういう話し合いの中で

出てくる可能性が出てきますね。どれが今、指定しているかというのは何もしてない

んですけども、そういった指定をして守っていきたいという、こういう気持ちがここ

にあるということでご理解いただきたいと思います。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 

○１０番（岡田 勇君） 

 議論していたら時間もかなりかかりますので、どこかの家の庭の樹木が倒れたらそ

れは直さないかんと、そういうぐあいに理解してもよろしいね。和束町全体に森林が

あるので、樹木もたくさんあります。言うたら色々ありますからね、それも一つ、森

林をこれからもう一度見直してやっていくということも、将来の和束町の検討する最

重要課題だと思います。 
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 それで最後になるんですけど、農業の振興ということがうたわれております。それ

に私は反対はしません。だけど、農業の振興が和束町全体を助けるかもわからん。し

かし、農業をされてない方もおられる。サラリーマンの人もおられる。商売人もおら

れる。だから、農業振興とか、そういったことがいいとしても、それだったら、もっ

と早い時期から農業振興をかなりうたっているはずです。茶業の方はなり手が不足に

なる。減っていく。生産も少なくなってくる。だから、そういう状況が今ここで、こ

の政策によってとまって、和束町が今まで町税なんかは１０％しかないんですよね。

だから、そういうことでどんどんどんどん向上していってですね、和束町の今の財政

状況が好転するようになるように私は願っておるんです。そうでないと、どこかでそ

ういう施策をしないと、今のままだったら、町長も知ってのとおり、２０年間ずっと

町税の１０％そこそこですからできない。事業としたら、するためには交付金や補助

金や、どうしてもそういう頼りでやってしまいますね。だけど、本当に住民の声を聞

いたら、当然単費でやる場合もあります。そういうことをどこかで一旦政策転換をし

てですね、農業振興に託せるということであるので、これを機会に、今後、住民の意

見が多々出てきた場合に、町長はよくよく意見を聞きながら今後進めていってほしい

と思うんです。これで縛りがなくても縛りはかかった。しかし、これはだめだと住民

の人が皆、言っておられる。それやったらもう一遍検討しようかというような前向き

な考えはありますか。 

○副議長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今、言われますように、この景観条例そのものを重点にしていこうというところは、

地域住民と十分相談して、そして、地域住民とともに考えていきましょうというのは

柱に置いております。 
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 まずは、今、言われますように、地域住民との話し合いを大事にして重点地区、そ

の区から来たとこをしていきます。ふつうだったら行政から委員会を開いてするんが

本当ですけども、住民と大事な話し合いをしていこうというのが大きな基本になって

おります。 

 それともう一つは、和束町のこの景観の趣旨というのは、ご案内のとおり、岡田議

員が言われるように、いろんな条例、規則で農業振興があります。土地の行政、農地

行政というのは農業委員会があります。また、農地法というのもある。当然、今まで

それでやっておりました。ただ、それだけやなしに、さっきの災害復旧だと災害復旧

法てありますし、ちゃんと補助基準もありますから、そういうのにのっていきますけ

ども、和束町は今までから、こういう景観で、こういう田舎で、こういうことでやっ

てきた。昔から歴史もあります。これをやっぱり基本に押す。背骨にしつつ今までか

らまちづくりというのはやってきてますから、当然、住民の皆さんなり、また議会な

り議論しながら進めていく。余り決まって規定してどうやということより、大事なこ

とはきちっといきますし、進化をしますし、まだこれは進化していくと思いますが、

そういった中で、今、岡田議員が言われるように、議論して和束町の方向をしていか

なきゃならない。 

 だけど、根本は、こういうなりわい景観があるこのまちというのは変わらない。こ

れを守っていこうというのがこの趣旨でありますので、そして、その生活も守ろうと

いうことでありますので、その点はご理解いただきたいと思います。 

 岡田議員も言っておられるように、これからのまちづくりというのは、また、地域

の社会とかいろいろ大きく変わってきますから、それを今で大きく規定してしまうの

かというところも大事なところですけども、そこまでは守り切れてないのがこの条例

だというようにご理解いただきたいと思います。 

○副議長（吉田哲也君） 

 １０番、岡田議員。 
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○１０番（岡田 勇君） 

 町長がおっしゃっているとおり、意味はわかります。しかし、町長のへ理屈を聞く

わけじゃないんですけども、ともかくそれは前からやってますね、いろんな政策して

ます。しかし、これは大事なことですから慎重に考えて、そして大事なことで意見が

たくさん出てきたら、それを謙虚に聞いて、これは構想を考えていく意思があると私

は思いました。それを期待して私は質問を終わります。 

○副議長（吉田哲也君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 私は、議案第１６号 和束町景観条例に反対する立場から討論をさせていただきま

す。 

 私が今回の提案されました景観条例に今回反対をさせていただく大きな理由は、議

論でも指摘いたしましたけれども、住民的な議論が現時点では十分ではないというこ

とに尽きます。 

 条例案では、和束町の景観の保全・育成に関して、町全体の財産として次世代に受

け継ぐとともに、住民が景観の価値を認識し、誇りを持てるまちづくりを進めるであ

ることや、また、この景観の保全・育成は茶業の振興とともに進める。そして、住民

の暮らしを尊重するとともに、なりわい景観と調和した町並みを形成しなければなら

ないといった目的や基本方針が示されております。そして、それを担う重要な部分と

して、町民自らが景観づくりの主体であることを認識することを求めております。そ

して、町が行うこれに関する施策に対して協力しなければならないとして、義務的な

規定を設けておられます。 
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 和束町が歴史的に茶業によって基幹産業が起こされ、そして、その基幹産業によっ

て中心にまちづくりが進められてきたこと、そういった経過を踏まえれば、このなり

わい景観というものを今後ともしっかりと維持し守っていく。そして、それを担う後

継者や担い手づくりにしっかりと努力するということに異論はありません。 

 しかし、先ほどの議論からもありましたように、全住民といいますと農家だけでは

ありませんし、そして、この条例がうたっている景観の価値というものを全ての住民

が認識しているということではありませんし、また、どのように住民が感じられるか

も、それは自由の問題です。それだけにこういった条例を制定して、全ての住民だけ

ではなく、事業者や、また和束を訪れる観光旅行者等の滞在者に対しても施策への協

力を義務的に指定をしていく、こういった規定があるというのは十分な住民的な議論

がなければ制定してはならないんではないかというふうに現時点では考えるものでご

ざいます。 

 議論でも指摘しましたように、こういった内容の条例を提案するんであれば、行政

としてでき得る議論を起こしていく施策というものがまずなければなりませんし、町

長は先ほどこの条例そのものは住民的な議論、住民との話し合いの中で発展していく

ものだというふうにも言われましたけれども、それは制定する経過の中でこそ活され

なければ、今後の条例に基づくまちづくりというのはやはり進んでいかない。せっか

くこういった意味のある、また意味を持たせようとしている条例を提起され、制定を

されるんであれば、そういった議論の盛り上がりの中で制定をしていく。また、議会

としてその意思を示していくということがなければならないんではないかというふう

に考えるものでございます。 

 そういった点で、条例の中身の目的や、また趣旨等の細かい部分については、全て

異議を唱えるものではありませんけれども、この条例を制定する前提としての住民的

な議論を進めるという点で、極めて不十分と判断をせざるを得ないことを主な反対の

理由とさせていただきたいというふうに思います。 
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 内容的には、目的、基本方針の中に、議論でも指摘をいたしましたけれども、やは

りなりわい景観を守っていくというんであれば、それを担っている担い手、後継者の

人づくりというものも明記していく必要があるんではないかというふうに思いますし、

また、町民、事業者、観光旅行者等に責務として義務的な規定をしているというのは、

現時点の状況でいえば大変ハードルが高いんではないかというふうにも感じざるを得

ないというふうに思います。 

 さまざまな点で、やはりまだ議論が足りないというのが実態でありますので、でき

ればこの提案を取り下げていただいて、今後の議会に再提案いただいて、その間にで

きる限りの議論を起こしていただき、議論が熟していく中で再提案いただくことがベ

ストではないかというふうにも思います。 

 いずれにいたしましても、現時点といたしまして、本条例案には賛成できない旨を

お伝えして、反対討論といたします。 

○副議長（吉田哲也君） 

 ほか、討論はありませんか。 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 賛成です。 

 議案第１６号 和束町景観条例の制定について、賛成の立場から討論させていただ

きます。 

 和束町の景観は、京都府景観資産第１号登録や日本遺産の認定など高い評価を受け

ており、茶畑が町中に広がり、山頂や山の中腹まで広がる「山なり茶園」は日本全国

ここにしかなく、町民にとっても非常に誇らしい、すばらしい景観となっています。 

 この景観は「なりわい景観」と呼ばれ、まさに農家の汗の結晶であり、常日ごろか

ら茶畑を手入れし、しっかり管理されているからこそ整然とした美しい畝が広がり、

茶業のなりわいの結果が和束町の景観であります。この景観を守っていくためには、
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茶業を守っていくことが何よりも重要であると言えます。 

 条例制定によって住民及び事業者の暮らしや営みが窮屈になるものではないと考え

ます。和束町景観条例は、茶業振興を基本方針に盛り込み、茶畑の保全につながる振

興策、支援策を今後受けることができる仕組みをつくられたことは非常に評価できま

す。町長は、「全国初の茶業振興を盛り込んだ景観条例」とおっしゃっています。

「初めて」ということも非常に誇らしいことだと思います。 

 一方、和束町には近年多くの観光客が訪れています。町内を外国の方が歩いている

のを目にすることも多く、町民も実感しているのではないでしょうか。１０年前まで

は考えられなかったことで、この観光客は茶畑景観を目当てにしている方が多いと伺

っています。 

 もし、この茶畑景観がなくなってしまったら和束町がどうなってしまうか。全国こ

こにしかない「山なりの茶畑景観」を目当てにした観光客は来なくなり、人口は年々

１００人ペースで減り続けていますので、和束町はどんどん衰退していくと思われま

す。そうならないためにも、この茶畑景観を守っていくことが重要であり、景観を保

全するための景観条例の制定は必要不可欠であると考えます。 

 そこで、条例の内容を見てみますと、「住民の暮らしを尊重すること」が基本方針

として掲げられていますし、規制の内容も他の法令で既に手続が必要なことばかりで、

事実上、景観条例によって新たな制限は発生しないことは確認いたしました。  

 また、観光客が増加することで「茶畑に勝手に入ってくる」など、住民からの苦情

も聞いているところですが、この景観条例には観光客に対し「みずからの行動に責任

と自覚を持つよう努めなければならない」という責務の規定を設けるなど町としての

姿勢を示されており、大変評価できます。このような観光客の責務を定めることは画

期的なことではでしょうか。今後、観光客にも十分周知していただき、観光客と住民

との共存共栄が進むよう、町としても努力していただきたいと思います。 

 住民の念願だった犬打峠トンネルが事業化されました。トンネルの開通により和束
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町はより便利になり、住民の生活や人の流れも大きく変わることになります。そのよ

うな中、和束町の財産である美しい景観を守っていくことは非常に重要であり、今後

の和束町のブランド力を守っていく上でもこの茶畑景観の維持、主要産業である茶業

の振興、また、観光客との共存は不可欠であると考えます。 

 トンネル開通を見据え、この時期に景観条例を制定することは非常に大きな意味を

持つものだと考えますし、茶業振興を前面に出した内容もすばらしいものであります。 

 よって、議案第１６号 和束町景観条例の制定についての賛成討論といたします。

議員各位のご賛同を賜りたく、私の賛成討論といたします。 

○副議長（吉田哲也君） 

 ほか討論はありませんか。 

 ７番、畑議員。 

○７番（畑 武志君） 

 それでは、賛成討論を行います。 

 議案第１６号 和束町景観条例の制定について、賛成の立場から、また住民の理解

について、その立場から意見を述べさせていただきます。 

 この景観条例は４年前に策定した景観計画に基づいてつくられており、計画策定時

から公募による町民や区長も検討委員に加わり、その後、景観に関する住民アンケー

トや全戸配布の景観だよりも発刊され、住民に対し丁寧な周知を図ってこられたと思

います。また、各区に職員が出向き、景観に関する住民勉強会や意見交換会も行われ、

そこで出た意見を条例に反映されてこられました。 

 さらに、条例の検討委員会では、各区の区長や農業委員会、森林組合、また学識経

験者等、また大学の先生も２人検討委員になっていただき、幅広い方から意見が出さ

れ、議論をされてまいりました。 

 景観を保全していく先には、宇治茶の生産景観の世界遺産登録にもつながっていく

ことも期待でき、この活動の中で、重要伝統的建築物群である、いわゆる「重伝建」
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地区の候補となっている湯船区からもアドバイザーとして区長に参画いただきました。

住民説明会やパブリックコメントも実施され、十分住民にも周知が図られるとともに、

議論も尽くされたものと考えております。 

 犬打トンネルが事業化も、交流がさらに広がるトンネル開通後のまちづくりを見据

えたとき、この緑あふれる里、美しい景観を守っていくことは和束町にとって大変必

要なことであります。 

 反対討論の中にもありましたが、住民説明会やパブリックコメントが少なかったこ

とだけを踏まえて、条例案提出は時期尚早との意見もありましたが、私は、住民の理

解も進み、また議論も尽くされたと考えますので、この条例案に賛成したいと思いま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○副議長（吉田哲也君） 

 ほか討論はありませんか。 

 ５番、岡田議員。 

○５番（岡田泰正君） 

 賛成です。 

 私は、議案第１６号 和束町の景観条例の案件を賛成の立場から討論をさせていた

だきたいと思います。 

 平成２７年度和束町景観計画を立ち上げ３年余りの審議期間を経て、熟慮の上に提

案をされてまいりました。提案条例では、美しい景観の保全・育成を目指すものであ

り、町民みずからが茶業の基盤産業としての自覚と誇りを持って、事の重要性を条例

（文章）で明確化することは大変意義のあることであります。美しいまちづくりとし

て積極的な町の姿勢を示すことに意義が深いと考えております。私たちの先祖、また

私たちが気づいておりますなりわい景観、農業と茶業振興、あるいはブランド力の向

上に合わせてさらに観光推進を行うものであります。 
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 しかし、一方、このなりわい景観というものは人の労働力によって絶えず変化をし、

耕地景観はこれから予想されます高齢化、あるいは第１次産業、農業従事者の減少等

により変化を余儀なくされることが明白であり、予想されることに疑いは持っており

ません。 

 そこで、この条例が形骸化する可能性、あるいはまた、的を得ない条例に陥る可能

性があるときにはですね、和束町景観審議会等により条例の改正の必要性もうたって

おり、明記されておりますことも十分評価をさせていただき、私の賛成討論とさせて

いただきたいと思います。 

 議員各位のご賛同をよろしくお願い申し上げます。 

○副議長（吉田哲也君） 

 ほか討論はありませんか。 

 討論を終結いたします。 

 議長と交代いたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これより、採決いたします。 

 議案第１６号 和束町景観条例の制定について、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第１６号 和束町景観条例の制定については、原案のとおり可決

されました。 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午後０時０６分～午後１時３０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 日程第４、議案第１９号 和束町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す
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る基準等を定める条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第１９号の提案理由を申し上げます。 

 地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関

する法律第６条の規定による介護保険法の改正に伴い、都道府県条例で定められてい

た居宅介護支援等の基準等が、市町村の条例で定めることとなったので、関係条例を

制定いたしたく、ここに提案させていただいた次第であります。 

 慎重審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 それでは、私からは、議案第１９号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをお開きください。 

 議案第１９号 

      和束町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する 

      基準等を定める条例の制定について 

 上記議案を提出する。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 資料Ｎｏ.１９をおめくりください。 

 議長のお許しを得ましたので、資料Ｎｏ.１９をもちまして説明させていただきま

す。 

      和束町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する 
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      基準等を定める条例の制定 概要 

 １ 制定理由 

 地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関

する法律第６条の規定による介護保険法の改正に伴い、従来、都道府県の条例で定め

ることとされていた居宅介護支援等の事業に係る人員や運営などに関する基準等が、

区市町村の条例で定めることとされたことに伴い提案させていただくものです。  

 ２ 条例の概要 

 都道府県で定められている、居宅介護支援等の事業に係る人員や運営などに関する

基準等が市町村で定めることとなった。 

 ３ 条例の施行予定日 

 公布の日。 

 以上でございます。 

 慎重審議の上、ご承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第１９号 和束町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を

定める条例の制定について、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 



― 59 ― 

 起立全員です。 

 したがって、議案第１９号 和束町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関

する基準等を定める条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

 日程第５、議案第２２号 和束町印鑑条例の一部を改正する条例を議題といたしま

す。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第２２号 和束町印鑑条例の一部を改正する条例につきましての提案理由を申

し上げます。 

 性別にかかわりなく自分らしい生き方ができる男女共同参画社会の実現に向け、さ

まざまな取り組みが進められており、行政機関においても、心と体の性が一致しない、

いわゆる性同一性障害など性的マイノリティへの配慮の観点から、各種帳票などの性

別欄の記載の見直しが進められています。本町でもこの一環として、性同一性障害に

関連する男女の別を印鑑登録証明書から削除するため、和束町印鑑条例の一部を改正

したいので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、提案させていただいた

次第であります。 

 慎重ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 それでは、議案第２２号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書をよろしくお願いいたします。 

 議案第２２号 

和束町印鑑条例の一部を改正する条例 
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 上記議案を提出する。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 めくっていただきまして、 

和束町印鑑条例の一部を改正する条例 

 和束町印鑑条例の一部を次のように改正する。 

 第１６条第３項中「第１項」を削り、「第７号まで」を「第５号まで及び第７号」

に改める。 

 附 則 

 この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 １枚めくっていただきまして、和束町印鑑条例の一部を改正する条例 概要により

まして、若干補足の説明をさせていただきます。 

 今回の改正の対象となりました和束町印鑑条例の第１６条第３項では、印鑑登録証

明書の記載事項を規定しておりますが、記載事項につきましては、条例の第７条に規

定します印鑑登録原票記載事項の一部ということで、下の表でございます現行の部分

で黒の太枠が囲ってある部分でございます。 

 印影のほか氏名、外国人住民の通称及び氏名の片仮名表記、出生年月日、男女の別、

住所、これが現在の記載事項となっております。 

 今回の改正によりまして、第６号に掲げております男女の別、いわゆる性別の記載

を廃止するというものでございます。 

 施行日につきましては、平成３１年４月１日となっております。 

 以上でございます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第２２号 和束町印鑑条例の一部を改正する条例を原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第２２号 和束町印鑑条例の一部を改正する条例は、原案のとお

り可決されました。 

 日程第６、議案第２３号 和束町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第２３号の提案理由を申し上げます。 

 「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法の一部を改正する法律」による

介護保険法の改正に伴い、介護医療院が創設され、また、地域密着型サービス基準省

令・地域密着型介護予防サービス基準省令及び指定介護予防支援等の基準省令が改正

されたことに伴い、和束町の基準条例との整合性を図り、また、文言等の整理が必要

であったため、関係条例の改正をここに提案させていただいた次第であります。  

 慎重審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 それでは、私からは、議案第２３号の説明をさせていただきます。 

 議案書をお開きください。 

 議案第２３号 

      和束町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運 

      営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例 

 上記議案を提出する。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 議長のお許しを得ておりますので、資料Ｎｏ.２３のページでいいますと、裏表紙

から３枚目をお開きください。 

      和束町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営 

      に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例 概要 

 １ 制定理由 

 地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法の一部を改正する法律による介護

保険法の改正に伴い、共生型サービス、介護医療院が創設され市町村の条例改正が必

要となりました。 

 また、地域密着型サービス基準省令、地域密着型介護予防サービス基準省令、指定

介護予防支援等基準省令の改正及び現行・既存の基準条例との整合性をとるため文言

等の整理が必要であり、この法改正に伴い関係条例の改正が必要になるものです。 

 ２ 改正する条例 

 和束町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め

る条例、和束町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに
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指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準等を定める条例、和束町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条

例。 

 ３ 改正条例の概要 

 第１条 要介護認定者の利用に係る地域密着型サービスに関する基本方針、人員、

設備、運営に関する基準を定める条文の追加及び法改正に伴う文言の修正 

 第２条 要支援認定者の利用に係る地域密着型介護予防サービスに関する条文の追

加及び法改正に伴う文言の修正 

 第３条 法改正に伴う文言の修正 

 法改正で地域密着型サービスについては、事業所の指定基準を緩和し、本条例を改

正することにより事業所の設置が簡略化され、設置がふえれば利用者の選択  肢の

利便性が向上します。 

 ４ 条例の施行予定日 

 公布の日。 

 以上でございます。 

 慎重審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それではですね、幾つかお聞きしておきたいんですけれども、まず、今回、介護保

険法の改正に伴って共生型サービス、また介護医療院が創設されというふうになって

おりますけども、これは具体的にはどのようなものなのか説明をいただきたいのと、

具体的には、例えば、和束町の方が仮にこういったものを利用するとすればどういう
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ものが当たるのか、説明をいただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 お答えいたします。 

 まず、共生型サービスについてでございますが、共生型サービスといいますのは、

本来の介護サービスに障害のサービスも複合した形でできる事業所のことでございま

して、従来でしたら別々の事業所さんがやっておりましたのが一事業所でできるよう

になったということで、例えば、介護サービスのほうでデイサービスを３時ぐらいま

で行うと。それ以降について、障害児の放課後デイサービスをそのまま続けてやると

いうことで、介護と障害の両方ができるようになったということでございます。  

 続きまして、介護医療院でございますが、従来でしたら介護のほうの施設としては

特別養護老人ホームなり老人健康保険施設、また介護療養型の医療施設というのがあ

りましたが、介護療養型の医療施設というものが定期的に廃止になるというような形

で出ておりましたが、今回の法改正で、２０２３年末をもって一旦この制度が廃止さ

れると。それに伴いまして、今般、介護医療院というものができた次第でございます。 

 従来ありました介護療養型の医療施設との違いでございますが、介護療養型の医療

施設といいますのが医療を重きに置いたもので、特に重篤化された方が医療と介護を

両方受けると。最終的に治った暁には、自宅のほうで居宅サービスのほうに移ってい

ただくというもので、施設で永住的にいられるというような制度ではございませんで

した。 

 また、介護療養型のサービスにつきましては、医療を目的でございますので、レク

リエーション的な余暇のサービスもほとんどないような状態で、日中、医療中心のサ

ービスということでございましたが、今度できております介護医療院でございますが、

これにつきましては、どちらかといいますと、居宅であるような介護サービスをベー
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スに置いた医療も受けられる施設ということで、当然ではございますが、余暇のレク

リエーション的なことも含まれた中で、また、永続的に使えるような施設というよう

な形で設置されるもので、大体、医療も介護もどちらの施設も受けられるというのは

あったんですが、在宅に戻る目的でできているものと、そのままずっといられるもの、

医療に特化されていたものがこれまでの療養型のほうでございまして、今回は介護サ

ービスをベースに医療も受けられるという形になったというものでございまして、見

た感じでは余り変わらないようにも見えますけども、施設のサービスの重きが置かれ

ているところが若干違うということになるものでございます。 

 今回の改正ですが、和束町、特に住民さんのサービスのほうでどう変わるかという

ことでございますが、近くにこのサービスをされているところは、今現在ありません。

また、このサービスを使っておられる住民は、療養型のほうにつきましては若干いら

っしゃいますが、介護医療院のほうにつきましては、まだどなたもいらっしゃらない

というのが現状で、仮に使われるようなことになりましても、施設がありましたら、

そちらのほうに行っていただくということで、和束町として全然問題はないんでござ

いますが、ほかの改正のところにつきましては、おもには設置される事業所さんの設

置基準の関係がほとんどでございまして、住民サービスに特に影響するようなもので

はございません。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでですね、今回、それとまた含めまして、地域密着型サービスの基準奨励です

ね、介護予防サービス基準奨励等が改正されたということで今度の改正になっている

んですけども、その中で、最後に書いてありますように、これまでの指定基準を緩和

して設置が簡略化されるという言い方になっておりますけども、具体的には、これま
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でと、例えば地域密着型サービスを和束町で展開するといった場合に、今までの基準

がどうであって、今回の改正を受けてどうなるのかというのは説明いただけますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 和束町には、皆さんご承知のとおり、地域密着型サービスを展開している事業所は

ございませんが、町外には複数ございます。ただ、近くに影響するような事業所さん

はないんですが、今おっしゃられた例でいいますと、まず定期巡回随時対応型の訪問

介護看護というようなサービスがございまして、これにつきましては、オペレーター

で対応させていただくということになっております。そのオペレーターの設置基準の

サービスの提供責任者の基準なんですが、従来でしたらサービス責任者は実務経験３

年以上というものがありましたのが、今度から１年以上でサービス提供責任者になれ

るというのがまず大きく変わったところでございます。 

 また、介護・医療連携推進会議という会議の開催を毎年しなければいけないんです

が、これの基準の緩和ということで、年４回以上開催というのが年２回ということで、

会議の回数が減らされたということになっております。 

 こういうことに基づきまして、事業所が設置しやすく、また運営しやすくなるため

の今回の改正ということでございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 あと、数字的な部分ですが、人員の配置にかかわる部分だと思うんですけども、旧

来９人のところを１８人ですか、これは施設利用者がそういう規模で変わるというこ
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となんですけども、これはどういうふうになりますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 ９人以下の中での開設が１８人以下でもいいということは、つまりうちのほうでも

相談があったんですけども、事業所を展開するのに人出、施設が要ります。施設がま

ず一から建てられる場合は問題なんですけど、既存の例えば空き家なり空き施設を使

われる場合に、その大きさによって人員が変わってきます。従来につきましては９人

以下ということなので、その大きさの施設で９人以下でないと運営できないのが１８

人以下ということで、大きさによって１８人からもっと少ない人数でも運営できると

いうので、事業所の例えば力なりスタッフなりによって幅広い使い方ができるという

ことで、今回９人以下から１８人以下ということで、実質上運営のためには緩和され

たというような制度でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それで、けさの新聞にですね、これは特養等の事故による件数の調査がありまして、

それが大変多く報告されているということが出ておりました。もちろん、どういうケ

ースが全て事故なのかとか、そういう定義についてはいろんな意見があるようなんで

すけども、ただ、いずれにしましても、この間、介護施設などでは、そういった事故

であるとか、また職員による虐待であるとか暴力であるとか、あってはならないんで

すけども、そういった事例が大変多く起こっているというのがあります。 

 その背景には、もちろん職員の方のモラルであるとか資質の問題もありますけども、

ただ、やはり大変限られた人数の中でいろんな仕事をこなさなくてはいけないと。人
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出不足もありまして、大変重労働の中で、精神的にも大変厳しい職場が多い中で、ス

トレスも含めまして、そういった事件が起こりがちだと。職員の目が届かない中で転

倒であるとか、そういった事故なんかが起こって、骨折であるとか、悪い場合は死亡

事故にもつながっているということが背景にはあるというふうに思うんですね。  

 それで、今回の地域密着型サービスの人員設置及び運営に関する基準等の関係なん

ですけども、和束町では、今、言われましたように、介護保険として地域密着型サー

ビスへ位置づけられてはいるんですけども、やはり事業所さんが来てくれないと展開

できないと。この間、若干緩和があって、町外の施設であっても地域密着型サービス

を受けられるというような若干そういう改正というものがあった中で、町外でも受け

られるんですけども、ただ、それはあくまでも町外の事業所さんに枠があった場合と

いうことで、そこへ済みませんという形でいかしてもらうしかないというのが現状だ

と思うんですね。 

 そういう点では町内で本当は密着型サービスを展開してもらいたいというのはある

んですけども、ただ、先ほどあったように、例えば、オペレーターの関係も実務経験

が３年以上要ったものが１年でいいとかね、それから会議ですね、いろんなそういう

ものをやるのも半分に減らすとか、いわゆるいろんな意味で施設を設置しやすくはな

るけれども、質のほうが保てないという危険性も今回の改正には含まれているという

ふうに思うんですよね。ですから、そういった意味では、そこはやはり町として、設

置者としてどのように、ただ単に緩和されて利用者の選択肢がふえるからいいんじゃ

ないかというようなことなのか、それともやはりそういった意味での危惧というもの

は、それはそれで抱えつつもいろいろ考えていただいているのか、その辺はいかがで

しょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 
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 はい、お答えいたします。 

 初めにありました事故等につきましては、私も新聞報道のほうを確認しまして、施

設数で特養で７７２、他の施設で２７５、全部で１,０４７施設、死亡につきまして

は、特養と他の施設を合わせて１,５４７人の方が亡くなられているというのを報道

で知りました。 

 確かに、誤飲や骨折等でこういうことも、必ずしも介護施設の職員とかのケア不足

ということでもないと思うんですけども、実際に起こっているというのは事実でござ

います。うちのほうにつきましても、和束町の住民さんが町内・町外の各施設をご利

用されている中で、事故等あるという報告は年に数件、私のほうには入ってきており

ます。そのほとんどが転倒による打撲ないし圧迫骨折というふうに伺っております。 

 岡本議員がご懸念の今回の基準の緩和に基づきまして、将来的に和束町のほうで事

業所ができたとしたときに、職員さんの質なり忙しさ等々で手が抜ける等々あって、

また、こういう事故とかが起こるかもしれないというところでございますが、これに

つきましては、今回の改正で地方分権等により市町村のほうに権限が全部移譲されて

きております。監督する立場にも和束町は市町村としてあることになりましたので、

今後そういう施設等ができましたら、当然ながら、うちのほうから日々といいますか、

毎日見に行くことはできないですけども、経営状況、運営状況のほうを見させていた

だきまして、監督監査していくことになると思います。 

 ご懸念の国の基準がどんどんどんどん緩和していくという中ではございますが、そ

れにつきましても、やはり緩和されている中でも監督監査する機関、今回につきまし

ては和束町がしっかりとした目で、日々のちゃんとした運営と住民さんへの介護、ケ

アがきちっとできているかというところを厳しい目で見ていく中で、そちらのほうに

ついては対応できるかと考えております。 

 将来、来年、再来年、いつのことになるかわかりませんけど、いつかできたときに

は京都府なりの協力を仰ぎながら指導・監督のほうをしていきたいと考えております
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ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 一応、これで終わりにしますけども、もちろん設置者として、本来、国や京都府が

そういう監査にしても、そういったものにちゃんと責任を持つということが、本来、

本当は必要だと思うんですけども、それを含めて全て市町村に権限移譲すると。もち

ろん権限を身近なところでちゃんと持っていくということはいいこともあるんですけ

ども、ただ、それをちゃんと担保するだけの人員を確保するであるとか、専門性をち

ゃんと確保するであるとかいうことはほとんど考えられてないですよね。だから、権

限だけいただいて、あとはできる範囲でやってくれみたいなことが、これは国や府の

問題ですけどもね、いうことがある中で、仮にそれが本当にやった場合に町の担当課

とかの負担は大変なことだというふうに、それも大変心配するわけです。ですから、

やはり町としてはもちろん私も身近なところで、本来受けられるべきサービスを受け

られるという条件を整備していくことは必要ですし、一日も早くそうなってほしいと

は思うんですけども、それは何でもいいというわけにはいきませんので、やはりちゃ

んと質を伴って、受けた方が本当に尊厳をちゃんと守られてサービスを受けられると

いうふうな事業者じゃないと安心して介護を受けられないということにもなりますし、

今回のそういった意味では、国の改正ではあるとしてもですね、その辺が担保されな

いという意味では、やはり私としては危惧をしているところだということで、私は今

回については賛成できないということで表明だけしておきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第２３号 和束町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準等を定める条例等の一部を改正する条例を原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第２３号 和束町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例は、原案のとおり可決さ

れました。 

 日程第７、議案第２４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第２４号の提案理由を申し上げます。 

 人事院規則の改正に伴い、特例の場合を除き、超過勤務を命ずる時間及び日数の上

限を規則で定める必要があることから、規則に委任する条文を追加するため、職員の

勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する必要が生じましたので、この案を提

出させていただいた次第でございます。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 
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 それでは、私のほうから、議案第２４号を説明させていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第２４号 

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

 上記議案を提出する。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 議長のお許しをいただいておりますので、資料Ｎｏ.２４の職員の勤務時間、休暇

等に関する条例一部改正 概要に基づきまして説明をさせていただきたいと思います。 

 正規の勤務時間以外の時間における勤務、いわゆる超過勤務に関して定めることが

必要な事項について、規則委任するため、今回、第８条第３項を追加するものでござ

います。 

 施行期日につきましては、平成３１年４月１日でございます。 

 参考でございますが、職員の勤務時間、休暇等に関する規則の内容でございます。 

 平成３１年４月１日施行の人事院規則１５－１４の一部改正に伴い、本町の職員の

勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正するものでございます。 

 １としまして、超過勤務命令の上限でございます。 

 任命権者は、原則として１カ月について４５時間かつ１年について３６０時間の範

囲内で、必要最小限の超過勤務を命ずるものとする内容でございます。 

 また、２としまして、上限時間につきまして一定の上限時間の特例、要因の分析等

を掲げております。 

 大規模災害への対処等の重要な業務であって、特に緊急に処理することを要する業

務に従事する職員、または従事していた職員に対しては、上限時間を超えて超過勤務

を命じることができる。 

 ２といたしまして、上限時間を超えて超過勤務を命じた場合には、その要因の整理、



― 73 ― 

分析及び検証を行うものとする。 

 施行期日は、平成３１年４月１日。ただし、ただし、第７条の２の２第１項第２号

の期間については、平成３１年８月３１日までは平成３１年４月以後の期間に限ると

いうことの内容でございます。 

 以上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今回の一部改正につきましては、いわゆる国におけます働き方改革の残業時間の時

間外労働についての上限規程というのが、この間、決められたといいますか、ありま

して、それを受けたものというふうに思うんですけども、それで、まずお聞きしてお

きたいのは、今回、超過勤務命令の上限として、任命権者は、原則として１カ月につ

いて４５時間かつ１年について３６０時間の範囲内としつつ、いわゆる他術的な業務

の比重の高い部署に勤務する職員に対しては１カ月について１００時間未満、１年に

ついて７２０時間かつ２カ月から６カ月までの平均８０時間等の範囲内というふうに

規定されておりますけども、そもそもですね、この月１００時間とか２カ月、６カ月

で平均８０時間という延長時間というものは、それそのものが過労死ラインに含まれ

ていると思うんですね。いわゆる８０時間というのは、この間、ずっと働き方改革の

中でも言われておりましたけども、過労死ラインを突破するということになっている

と思うんですね。その辺はそういう認識でよろしいですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 
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 まず、和束町の実態でございますが、平成２９年度の実績のベースでございます。

職員１人当たり約９時間、１カ月当たり９時間という超過勤務時間でございます。  

 また、平成３０年度の２月までの実績でございますが、昨年度、大きな災害、また

は警報等が出まして、やはり災害時の時間外勤務というのは相当数ございました。し

かしながら、平均になりますが、１カ月当たり一番最大多かった職員で２４時間とい

う内容でございます。 

 岡本議員がおっしゃるように、この括弧書きの内容でございますが、基本的には、

やはり月４５時間、年間通して３６０時間の範囲内で必ずやるという思いでいるとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それはそうなんでしょうけども、私が聞いてますのはね、それはそれとして、一応、

こういう条例に書き込むわけですから、今、言った１００時間未満であるとか平均８

０時間との範囲内というのは、いわゆる厚生労働省で言われている過労死ラインに含

まれるということで、それは認識されていますかということを聞いているんです。  

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 時間数につきましては過労死ラインという話でございますが、当然、その職務の内

容によりまして必要な場合にはそれに近い時間の超過勤務ですね、出てくる場合はあ

るかなというふうに思っておりますので、私は特に過労死ラインを超えているという

考えではございません。 
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○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 過労死ラインを超えているということは、実態としては、さっき言われたように、

こんなに働いてはるわけじゃないということはわかりますけども、ただ、この条例で

規定されている１００時間についてですね、それから８０時間等の範囲内というもの

について、これは働き方改革の法律の審議でも何度も指摘されていましたし、実際、

厚生労働省等もそういった労働というのは過労死に大変リスクが高まるという数字と

して扱っていると、そういう認識でそれはそれとして見ていただいていますかって聞

いているんですよ。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 実際、これまでは月６０時間という一定の範囲がございました。６０時間を超える

職員につきましては一定の代休処理をしなさいと。休息をとらせなさいという指導が

ございますので、それに基づいてさせていただいているところでございます。  

 なお、こういう形の働き方の時間が出てきました職員については、これまでと同様

に休息をとる、代休をとらせる措置を講じさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 私の言ってることにちゃんと答えてほしいんですね。これは大事なことなんでね。

いわゆる過労死ラインというのは、働き過ぎにより健康障害が生じて労働災害と認定
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の因果関係を判断できるかどうかのため設けられているという一定の目安なんですね。

医学的知見では、時間外労働は月４５時間を超えると健康障害との因果関係が見られ

るようになる。月６０時間を超えると一段と関連性が強まるとされている。そして、

発症に２から６カ月間で平均８０時間、特に発症１カ月前の時間外労働が１００時間

を超えている場合は、健康障害が長時間労働に起因すると言って間違いないというふ

うに言われているわけですね。 

 ですから、実態はもちろんいろいろと配慮をいただいているとは思いますけども、

ただ、今回、条例上で８０時間であるとか、１００時間というものをできると、任命

権者がいろいろ理由つけたら、こういう場合はできますとかいうふうに書いてるわけ

ですから、ただ、そういう時間というものをもし働いた場合には、そういったリスク

が高まる過労死を引き起こすリスクが大変高まって、労働災害等に起因することは間

違いないという状況になると、そういう時間だということを認識されていますかって

私は聞いているんです、そういうものとして。わかりますね、私の言っていること。

単純なことを聞いているんです。 

 過労死の危険が高まる過労死するということもあり得る、そういう時間ですという

ことを認識されてますかということです。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 先ほども答弁させていただきましたように、月６０時間を超える職員については、

必ずそういうことにならないように休息をとっていただくと、休暇をとっていただく

という形で対応いただきたいということで思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（岡田 勇君） 
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 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 危険があるからそういう措置をとるということだと思うんですね。そういう認識を

入れる以上は、やっぱり知っておかないと、任命権者としてすごくこれは対応を誤る

と思うんですね。 

 もう一つお聞きしておきたいのは、今回の法改正では、例えば、１カ月について４

５時間とか、１年について３６０時間とか、１カ月について１００時間とか、１年に

ついて７２０時間とかという表現がされてますけども、ただ、労働時間というのは基

本的に１時間、１日８時間、週４０時間というのが原則だというふうに思うんですけ

ども、今回そういった表現が一つも見当たらないんですけども、その辺はなぜでしょ

うか。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 私ども和束町につきましては、週３８時間４５分、年間を通じて２,０８０時間で

したっけ、そのような形になっております。あくまで正規の時間以外における勤務と

いうことでございますので、超過勤務に限定しているものでございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 仮にそれが超過勤務であったとしてもですね、例えば、１カ月について４５時間と

いうことであれば１カ月で４５時間でいいわけですね。要は、１日何ぼとかじゃなく

て１年に３６０時間とか月１００時間といったら、それは１日に何時間じゃなくて、
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要は、月で１００時間に収まればいいという考え方になるわけですよね。ですから、

そういう意味では、もちろんそういっためちゃくちゃな働き方を和束町の役場で命じ

られるとは思えませんけどもね、ただ、やはり今度の文言についていえば、そういう

ことが法律上、可能になっているということは重々自覚していただいて、職員の方の

健康を害さないように、これを運用するに当たっては厳しく運用していただきたいと

いうふうに強く要望しておきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第２４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第２４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例は、原案のとおり可決されました。 

 会議の途中ですが、ただいまから午後２時３０分まで休憩します。 

（午後２時２０分～午後２時３０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第８、議案第９号 平成３０年度和束町一般会計補正予算（第５号）、議案第

１０号 平成３０年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第１号）、議案第１１号 
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平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、議案第１２号  平成

３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）、議案第１３号 平成３０

年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第４号）、議案第１４号 平成３０年度和

束町介護保険特別会計補正予算（第４号）、議案第１５号 平成３０年度和束町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、以上７件を一括議題といたします。  

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第９号から議案第１５号の提案理由を申し上げます。 

 議案第 ９号 平成３０年度和束町一般会計補正予算（第５号）は、相楽東部広域

連合負担金、グリンティ和束改修に伴う備品購入費、国・府補助金の

確定に伴う返還金、下水道事業特別会計繰出金並びに災害復旧事業を

初めとする繰越明許費の設定等において 

 議案第１０号 平成３０年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第１号）は、立

木伐採補償料の受け入れに伴う財政調整基金積立金等において 

 議案第１１号 平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、

事業勘定における一般被保険者療養給付費並びに高額療養費に係る負

担金において 

 議案第１２号 平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、

統合簡易水道整備事業に係る繰越明許費の設定において 

 議案第１３号 平成３０年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、下

水処理場の施設修繕並びに繰越明許費の設定において 

 議案第１４号 平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第４号）は、介護

保険システム改修に係る負担金、介護予防生活支援サービス事業費並

びに介護予防サービス給付費の減額等において 
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 議案第１５号 平成３０年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、

後期高齢者医療広域連合納付金において 

それぞれ予算補正を必要といたしますので、提案させていただいた次第でございます。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、私のほうからは、議案第９号を説明させていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第９号 

平成３０年度和束町一般会計補正予算（第５号） 

 平成３０年度和束町一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１９４万９,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２億７,７７５万１,０００円

とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費） 

 第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越しして使用す

ることができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

 （地方債の補正） 

 第３条 既定の地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 
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 １枚めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に説明申し上げます。 

 １０款地方交付税、１５億５,３２３万２,０００円、３,１００万３,０００円、１

５億８,４２３万５,０００円。 

 １２款分担金及び負担金、７,５３０万７,０００円、△１７３万１,０００円、７,

３５７万６,０００円。 

 １４款国庫支出金、２億１,５１０万２,０００円、△１,１７７万８,０００円、２

億３３２万４,０００円。 

 １５款府支出金、２億７２４万９,０００円、△６０万５,０００円、２億６６４万

４,０００円。 

 １７款寄付金、３５万６,０００円、８３万円、１１８万６,０００円。 

 １８款繰入金、１億６,８１３万３,０００円、△３,１６５万８,０００円、１億３,

６４７万５,０００円。 

 １９款繰越金、８,８７２万６,０００円、１,１７９万円、１億５１万６,０００円。 

 ２１款町債、４億１,６８０万円、２０万円、４億１,７００万円。 

 歳入合計。３２億７,９７０万円、△１９４万９,０００円、３２億７,７７５万１,

０００円。 

 めくっていただきまして、続いて歳出でございます。 

 歳出につきましても、款、補正前の額、補正額、計の順に説明申し上げます。 

 ２款総務費、６億１,６４７万１,０００円、△３２２万３,０００円、６億１,３２

４万８,０００円。 

 ３款民生費、６億９,５３４万９,０００円、△９８万１,０００円、６億９,４３６

万８,０００円。 

 ４款衛生費、４億７,０１６万５,０００円、６４１万４,０００円、４億７,６５７
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万９,０００円。 

 ５款農林業費、１億９,４２９万６,０００円、３５０万５,０００円、１億９,７８

０万１,０００円。 

 ８款消防費、２億１,８７０万１,０００円、△７６６万４,０００円、２億１,１０

３万７,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続いて、めくっていただきまして、第２表 繰越明許費。 

 款、項、事業名、金額の順に申し上げます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、会計年度任用職員制度導入事業、４９９万円。 

 ２款総務費、１項総務管理費、和束運動公園駐車場等周辺整備事業、２,４５３万

円。 

 ２款総務費、１項総務管理費、地籍調査事業、５００万円。 

 ５款農林業費、１項農業費、グリンティ和束備品整備事業、３５０万５,０００円。 

 ７款土木費、２項道路橋りょう費、町道維持補修事業、３００万円。 

 ７款土木費、２項道路橋りょう費、門前橋整備事業、１,８５００万円。 

 ７款土木費、２項道路橋りょう費、橋りょう長寿命化修繕事業、２,０００万円。 

 ７款土木費、２項道路橋りょう費、町道舗装維持管理事業、６００万円。 

 １０款災害復旧費、１項農林業施設災害復旧費、農業用施設災害復旧事業、１,４

００万円。 

 １０款災害復旧費、２項工業土木施設災害復旧費、道路橋りょう災害復旧事業、１,

８５３万８,０００円。 

 １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、河川災害復旧事業、１,６００

万円。 

 めくっていただきまして、第３表 地方債補正でございます。 

 １．変更。 
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 起債の目的：災害復旧事業。 

 補正前限度額：４,５７０万円。 

 起債の方法：証書借入又は証券発行。 

 利率：年５％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団

体金融機構資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利

率）。 

 償還の方法：政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には、

その債権者と協定するものよる。ただし、町財政の都合により、据置期間及び償還期

限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

 補正後の限度額でございます。４,５９０万円でございます。 

 計につきましても、補正前４,５７０万円、補正後４,５９０万円ということで、起

債の方法、利率、償還の方法については補正前と同様ですので、省略させていただき

ます。 

 続きまして、予算に関する説明書Ｎｏ.９、平成３０年度和束町一般会計補正予算

（第５号）をお願いいたします。 

 １ページから４ページは総括となりますので、重複しますので、５ページ、６ペー

ジをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 なお、主なもののみの説明とさせていただきます。 

 １０款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、補正額３,１００万３,００

０円でございます。 

 １節地方交付税で普通交付税の分として３,１００万３,０００円でございます。 

 １２款分担金及び負担金、１項分担金、１目災害復旧費分担金、補正額につきまし

ては△１７３万１,０００円。 

 １節農林業施設災害復旧費分担金△１２３万１,０００円、また２節農地災害復旧
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費分担金で△５０万円でございます。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、３目災害復旧費国庫負担金、補正額は△１,

１８０万３,０００円でございます。 

 １節公共土木施設災害復旧費負担金として１,１８０万３,０００円の減額で、内訳

といたしまして、道路橋りょう災害復旧費負担金で△９６６万、河川災害復旧費負担

金で△２１４万３,０００円となっております。 

 続いて、１８款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補正額△３,

１６５万８,０００円でございます。 

 これにつきましては、１節財政調整基金繰入金の減ということでございます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 １９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額１,１７９万円でございます。 

 これについては、１節前年度繰越金でございます。 

 ２１款町債、１項町債、７目災害復旧費、補正額が２０万円でございます。 

 内訳といたしまして、１節農林業施設災害復旧費で△４４０万円。 

 内訳といたしまして、農業用施設災害復旧事業債で△４００万円、農地災害復旧事

業債で△４０万円、また、２節公共土木施設災害復旧費で４６０万円の増となってお

ります。 

 内訳といたしまして、道路災害復旧事業債５７０万円、河川災害復旧事業債△１１

０万円でございます。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。歳出につきましても、主なものの説明とさせてい

ただきます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、２目企画費、補正額６０８万９,０００円の減額で

ございます。 

 内訳といたしまして、７節賃金１６６万円の減額、また１９節負担金補助及び交付
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金で移住促進住宅整備事業補助金４５０万円の減額。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１３目諸費でございます。補正額が２７９万２,０

００円。 

 これにつきましては、２３節償還金利子及び割引料、国・府返還金で２７９万２,

０００円計上させていただいております。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、４目環境衛生費、２７４万５,０００円の補正額で

ございます。 

 内訳といたしまして、２８節繰出金、下水道事業特別会計繰出金２５０万円が主な

ものでございます。 

 同款、２項清掃費、１目塵芥処理費、補正額３６６万９,０００円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金ということで、相楽東部広域連合負担金で３６６万９ ,

０００円計上させていただいております。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 ５款農林業費、１項農業費、６目農業施設管理費、補正額３５０万５,０００円。 

 これにつきましては、１８節備品購入費、グリンティ和束に係ります庁用備品とい

うことで３５０万５,０００円計上させていただいております。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費、補正額は△７６６万４,０００円でご

ざいます。 

 １９節負担金補助及び交付金で相楽中部消防組合負担金の減額でございます。 

 議案に戻っていただきまして、続きまして、議案第１０号 平成３０年度和束湯船

財産区特別会計補正予算（第１号）について説明申し上げます。 

 議案第１０号 

平成３０年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第１号） 

 平成３０年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 
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 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８１４万５,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,３２９万５,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 １款財産収入、１,０００円、８７７万６,０００円、８７７万７,０００円。 

 ３款繰入金、４０９万９,０００円、△９３万８,０００円、３１６万１,０００円。 

 ４款繰越金、５０万円、３０万７,０００円、８０万７,０００円。 

 歳入合計。５１５万円、８１４万５,０００円、１,３２９万５,０００円でござい

ます。 

 めくっていただきまして、続いて、歳出でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 ２款総務費、４７２万２,０００円、８１４万５,０００円、１,２８６万７,０００

円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続いて、予算に関する説明書、平成３０年度和束町湯船財産区特別会計補正予算、

資料Ｎｏ.１号、資料Ｎｏ.１０をお願いいたします。 

 １ページから４ページまでの総括につきましては、重複しますので、省略させてい

ただきまして、５ページ、６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。こちらについても主な者の説明とさせていただきます。 
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 ２．歳入 

 １款財産収入、２項財産売払収入、２目物品売払収入、補正額８６２万２,０００

円でございます。 

 １節物品売払収入といたしまして、立木伐採補償料、関西電力送電線の線下保安、

伐採補償料として８６２万２,０００円計上させていただいております。 

 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補正額△９３万８,００

０円でございます。 

 １節財政調整基金繰入金の減額でございます。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額３０万７,０００円。 

 １節前年度繰越金でございます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 続いて、歳出でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、２目財産管理費、補正額８１４万５,０００円でご

ざいます。 

 これにつきましては、１３節委託料、山林保育委託料４０万９,０００円の減額と

合わせまして２５節積立金として財政調整基金積立金８５５万４,０００円を計上さ

せていただいているところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 なお、議案第１１号からの特別会計につきましては、所管担当課長から説明申し上

げますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 それでは、議案第１１号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 
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 議案第１１号 

平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７５０万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億４９５万円とする。 

 ２ 事業勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 まず、歳入からでございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 ４款府支出金、４億９,５１７万２,０００円、７５０万円、５億２６７万２,００

０円。 

 歳入合計でございますが、６億９,７４５万円、７５０万円、７億４９５万円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 こちらも、款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 ２款保険給付費、４億７,６３７万６,０００円、７５０万円、４億８,３８７万６,

０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.１１、予算に関する説明書により説明をさせていただきま

す。 

 １ページから４ページの総括は重複しますので、省略させていただきまして、５ペ
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ージからお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費等交付

金、補正額が７５０万円。 

 １節普通交付金でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございますが、２款保険給付費、１項療養諸費、

１目一般被保険者療養給付費、補正額は６００万円。 

 １９節負担金補助及び交付金でございます。 

 同款、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、補正額１５０万円。 

 １９節負担金補助及び交付金でございます。 

 以上でございます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうからは、議案第１２号、第１３号についてのご説明をさせてい

ただきます。 

 議案書をおめくりください。 

 議案第１２号 

平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （繰越明許費） 

 第１条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第１表 越明許費」による。 

                          平成３１年３月１５日提出 
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                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりください。 

 第１表 繰越明許費 

 款：施設費、項：施設費、事業名：統合簡易水道整備事業、金額：１億３,４８２

万６,０００円でございます。 

 これにつきましては、平成３０年度事業として採択を受けておりますもので、一部

工事は発注しておりますが、一部未契約繰越となっておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 続きまして、議案第１３号をおめくりください。 

 議案第１３号 

平成３０年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 平成３０年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２５０万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２,８５７万３,０００円とする。 

 ２ 入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費） 

 第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用する

ことができる経費は、「第２表 越明許費」による。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりください。 

 第１表 歳入歳出予算補正でございます。 



― 91 ― 

 ５款繰入金、一般会計の繰入金として補正前の額１億５,２８０万３,０００円、補

正額２５０万円、計１億５,５３０万３,０００円。 

 歳入合計。補正前の額２億２,６０７万３,０００円、補正額２５０万円、計２億２,

８５７万３,０００円でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 ２款施設費、１項施設管理費で、補正前の額４,５５６万３,０００円、補正額２５

０万円、計４,８０６万３,０００円でございます。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額となっております。 

 おめくりいただきまして、第２表 繰越明許費でございます。 

 ２款管理費、１項施設管理費で処理場内施設修繕事業として３５０万円を繰り越さ

せていただきます。 

 この繰り越しにつきましては、放流水質計器機器の修繕でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、資料Ｎｏ.１３をおめくりください。 

 総括を省略させていただきまして、５ページ、６ページでございます。 

 歳入。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金で補正額２５０万円。一般

会計より繰り入れをさせていただきます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 ２款管理費、１項施設管理費、１目処理場管理費ということで、１１節需用費、修

繕費に２５０万円計上させていただきます。 

 以上、第１２号、第１３号の説明とさせていただきます。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 
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 それでは、私からは、議案第１４号を説明させていただきます。 

 議案書のほうをお開きください。 

 議案第１４号 

平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 保険事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９０５万

５,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億２,７８１万

円とする。 

 ２ 保険事業勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並び

に補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に説明させていただきます。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１億２,５０５万６,０００円、６１万５,０００円、１億２,５６７万

１,０００円。 

 ３款国庫支出金、１億５,０３５万５,０００円、△２７２万１,０００円、１億４,

７６３万４,０００円。 

 ４款支払基金交付金、１億６,２０７万５,０００円、△８１６万８,０００円、１

億５,３０９万７,０００円。 

 ５款府支出金、９,１８４万７,０００円、△１７２万７,０００円、９,０１２万円。 

 ７款繰入金、８,５５７万９,０００円、△９８万１,０００円、８,４５９万８,０
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００円。 

 ９款繰越金、２,１９４万６,０００円、３９２万７,０００円、２,５８７万３,０

００円。 

 歳入合計。６億３,６８６万５,０００円、△９０５万５,０００円、６億２,７８１

万円。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。こちらにつきましても、款、補正前

の額、補正額、計の順に説明させていただきます。 

 １款総務費、８４６万９,０００円、２４万６,０００円、８７１万５,０００円。 

 ２款保険給付費、５億７,５５３万５,０００円、△４１５万３,０００円、５億７,

１３８万２,０００円。 

 ４款地域支援事業費、３,６３９万７,０００円、△５１４万８,０００円、３,１２

４万９,０００円。 

 歳出合計につきまして、歳入合計と同額でございます。 

 次に、資料Ｎｏ.１４をお願いいたします。 

 予算に関する説明書。 

 平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第４号）（保険事業勘定）。 

 １ページから４ページまでは総括でございますので、省略させていただきまして、

５ページをお開きください。 

 歳入でございます。 

 主なもののみ説明させていただきます。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、２目地域支援事業交付金（総合事業）、補正額

△２３４万８,０００円。 

 これにつきましては、１節現年度分ということで、現年度分の交付金でございます。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、△６５８万６ ,

０００円。 
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 これにつきましても、１節現年度分ということで、現年度分の交付金でございます。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金、△１０８万３,０００円。 

 これにつきましても、１節現年度分介護給付費の負担金でございます。 

 おめくりいただきまして、７ページでございます。 

 ９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、３９２万７,０００円。 

 これにつきましては、１節の前年度分の繰越金でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 これにつきましても主なもののみ説明させていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額２４万６,０００円。 

 これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで、システム改修の

負担金でございます。これにつきましては、介護保険のシステムの機能強化分１６万

７,１６９円と低所得者の負担軽減のシステム改修７万７,１５５円でございます。 

 ２款保険給付費、２項介護予防サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費、

補正額△３００万円でございます。 

 これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金で、負担金の減でございます。 

 おめくりいただきまして、１１ページをお願いします。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１目介護予防生活支

援サービス事業費、補正額△５１４万８,０００円。 

 これにつきましては、１３節委託料ということで、介護予防に係ります、また事業

対象者によります訪問並びに通所の事業所への委託料の減額でございます。 

 私からは以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 続きまして、議案第１５号についてご説明申し上げます。 
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 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第１５号 

平成３０年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 平成３０年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３６４万７,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,９６４万７,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                          平成３１年３月１５日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 まず、歳入でございますが、款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 １款保険料、３,７８４万６,０００円、３６４万７,０００円、４,１４９万３,０

００円。 

 歳入合計でございますが、６,６００万円、３６４万７,０００円、６,９６４万７,

０００円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。歳出につきましても、款、補正前の

額、補正額、計の順に申し上げます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、５,９７３万円、３６４万７,０００円、６,

３３７万７,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.１５、予算に関する説明書により説明をさせていただきま

す。 
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 １ページから４ページの総括は重複しますので、説明は省略させていただきます。 

 ５ページからお願いいたします。 

 歳入でございますが、１款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険

料で補正額２２６万１,０００円、１節現年度分でございます。 

 ２目普通徴収保険料、１３８万６,０００円、こちらにつきましても、１節現年度

分でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後

期高齢者医療広域連合納付金、補正額３６４万７,０００円、１節負担金補助及び交

付金でございます。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、一般会計の１０ページの移住促進住宅整備事業補助金が４５０万円の減

額になっておりますけども、その辺、説明をいただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 こちらはですね、当初予算で特区内で２軒、１８０万円掛ける２軒の３６０万円、

それから特区以外で９０万円掛ける５軒の４５０万円を計上してございました。それ

で、今年度使ったのが特区内の１軒と特区外で２軒でございまして、その余り分、内

訳をいいますと、特区分１８０万円と９０万円掛ける３軒分の２７０万円、合計４５



― 97 ― 

０万円を減額させていただいた次第でございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それで、今年度でいいますと、いわゆる湯船にお試し住宅というのを一定整備され

たわけですけども、その辺の利用状況はどうなっているんですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 湯船のほうですけども、この２月２７日、２８日と３月１日、この３日間の２泊３

日で大学のフィールドワークの会場として使われました。また、移住希望者が見学に

訪れておられます。 

 来年度になるんですけども、予約としまして、和束中学に教育実習に来られる方が

２カ月滞在されるようでして、こちらの方が使われるということで、今、調整に入っ

てございます。年が変わって５月ぐらいからというふうに伺っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 和束町にとりまして、移住を進める上では住まいのほうが引き続き大きな課題にな

っているとは思うんですけども、そういったお試し住宅等の整備というのは、前にも

ほかの地域等での整備も含めて話ししたことがありますけども、できるだけ利用が進

むようにお願いしたいというように思います。 
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 それで、この件について声としてよくお聞きするのが、和束町に仮に住みたいとか

移住したいといった場合の情報が十分でないということをよく聞くんですね。  

 例えば、先日の一般質問で竹内議員が農地からの住宅転用ができるかどうかという

話がありましたけども、それも一応、一定の手続を踏めば、一定理由があって時間も

かかりますけども、そういったことも可能ということもあると思うんですね。  

 ただ、そういったこともやはりなかなかふだんではそういう情報がなくて、あきら

めてしまうといった、そういった話もよく聞きます。それも含めまして、和束に例え

ば住みたいといったときに、どういう段取りで住めるのか、どういうふうなことをや

らなければいけないのかというような一目でわかるようなといったらあれですけども、

こういった点ではよくやっておられる綾部市なんかのホームページ等を見てみますと、

大変わかりやすく周知されていると思うんですね。そういった移住をお考えの方につ

いての情報を得るためのまとまったサイトというものを整備していくことが必要です

し、もちろんインターネット上だけじゃなくて紙ベースも含めてですね、よりわかり

やすい形で情報を発信していくということは大変大事だと思うんですけども、その辺

はいかがでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 空き家バンクの周知の仕方についてでございますけども、今はホームページ上のみ

になってございまして、それに加えて、京都府の移住コンシェルジュといいまして、

大阪と東京に移住者専門の相談窓口というのを設けてまして、そちらのほうで情報を

発信しております。 

 それで、和束町に見に来られて興味を示される方の大半がこの二つのルート、ホー

ムページを直接見られている方という方と移住コンシェルジュを通じてという形にな
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ってございます。 

 議員からありましたような綾部市のような事例なんですけども、いかんせん、和束

町の場合が空き家の物件数というものが非常に限られている状況でありまして、また

流動化されていきますので、紙ベースというのは難しいのかなというのが現状でござ

います。 

 それで、大々的にもっと空き家物件の掘り起こしを行いまして、それで一定数の物

件が確保できたらそういったことも考えなきゃいけないと思いますけども、現時点で

は限られた物件の中では、やはり今の状況というのが限界なのかなというふうなこと

も考えております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 もちろん今まだ空き家の登録件数もまだまだ限られている状況もありますし、綾部

市のようなかなりの物件を扱っておられるような状況ではないこともあります。 

 ただ、空き家だけじゃなくて、やはり和束が例えばいろんな形で住もうと思ったと

きにどういうツールがあるのかとか、どういうルートがあるのかとか、どういう手続

が必要なのかとか、また和束に住むことによってどういうような環境なのかとか含め

て、まず和束町のホームページに入る方が多いと思うんですけども、その辺の情報と

いうのが見つけにくい状況が少しあると思うんですね。ですので、その辺については

ぜひ大きく改善を今後いただきたいというふうに要望しておきたいと思います。  

 それとですね、次に、総務課長にお聞きしたいんですけども、いわゆる和束町で今、

働いておられる臨時職員ですね、アルバイトなどは大体、今、何人ぐらい雇用されて

いますか。 

○議長（岡田 勇君） 
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 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 アルバイト、臨時職員、嘱託職員の人数につきましては、今、資料を持ち合わせて

おりませんので、明確な人数は答えさせていただけません。 

 申しわけございません。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 また、それは個別に教えていただけたらと思うんですけども、いずれにしても、正

職員を雇うことが、補充はできたとしても、ふやしていくという意味では大変いろん

な困難はおありだと思うんですけども、そういう中で、いろんな仕事に臨時とか嘱託

とかという形で入っていただいているケースが大変多いと思うんですね。 

 そこでお聞きしたいのは、いわゆるいろんな公務災害であるとか、そういったこと

が起こることもあると思うんですね、アルバイトの方でもそうですし。そういった意

味での、今、和束町での正規の職員の方がそういった公務災害等の対象になる場合と

か、また、同じように、臨時の方や嘱託の方がなる場合というのは、一定違いがある

というふうに聞いているんですけども、その辺の扱いの区分というか区分けというの

を説明いただけますでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 和束町の職員の形態には、正職員、嘱託職員、臨時職員、アルバイトという形で雇

用させていただいております。 
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 また、本庁勤務、本庁外の勤務ということで、それぞれ異なってきているところで

ございます。 

 本庁内の職員につきましては、労災保険に加入ができるということで、労災保険の

対応をさせていただいているところでございます。 

 また、岡本議員もご承知いただいていると思いますが、和束町の条例の中で議会の

議員及び非常勤の職員の公務災害補償に関する条例というのを定めさせていただいて

おります。これにつきましては、庁内勤務の職員で労災保険に準じる内容で条例が定

められているものでございます。 

 また、本町では、条例の補償を補完するために、別に傷害保険に加入させていただ

いているという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それで、私もこの間、そういったことを勉強する機会があって、いわゆる臨時職員

や、また本庁であるとかないとかいうような形で、法的にも公務災害、労働災害とい

うのに違いがあるというのを教えていただいて、そういうことなのかと今さら気づい

たんですけども、そこでお聞きしておきたいのは、もちろん正規であるか、また非正

規であるとか、そういう身分保障の関係で一定の差が出るということはあるかもしれ

ないんですけども、例えば、同じような条件の中で労災であるとか公務災害になる場

合ってあると思うんですね。そういうときに、例えば、どの程度の補償に差があるの

かということが気になるんですけども、そのあたりは実際どうでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 
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 はい、お答えさせていただきます。 

 先ほど答弁させていただきましたように、労災保険に準じる内容で和束町条例を定

めております。その関係で、京都府の町村会を通じて保険の制度がございますので、

そちらのほうに加入をするという形で、条件については労災と同様の補償が受けられ

るという内容でございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 わかりました。その辺、一定お話を聞いたときに若干差があるかのようなお話を伺

ったことがあったので、確認をさせてもらったんですけども、大変いろいろ臨時職員

の方もふえてくる中で、仕事の比重もふえてきますし、また、そういった労働災害等

に遭う機会といいますかね、そういったことなんかもふえることもあると思いますの

で、その辺の差がないようにぜひ扱っていただきたいというように思います。  

 次に、老人福祉費に関係しまして、少し福祉課長にお聞きしておきたいんですけど

も、もう年度末も迎えておりまして、来年度の予算についてもまた執行されていくわ

けなんですけども、この間、繰り返しお願いしていた面が、いわゆる配食サービスで

すね。社協のほうに委託をいただいている部分もあると思うんですとか、後は紙おむ

つとかの支給ですね、そういったサービスも長くしていただいているんですけども、

例えば配食につきましては、ボランティアの方にいろいろご協力して、長く頑張って

いただいている点もあるんですけども、いろんな条件がありまして、年間を通じた事

業になっていないことや回数にも大変限りがあるということであります。 

 それから、紙おむつの補助につきましても、これはかなりになるんですけども、以

前はもう少し対象が広く支給されていたんですけども、ある時期から住民税非課税と

いう、そういう枠の中で支給いただくのは、大変対象が狭まったというときがありま
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した。それがずっと続いていると思うんですけども、ぜひ、その辺についてより改善

していただきたいということで要望はしているんですけども、その辺について、今の

現状と、また今後の見通しについて説明いただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 さきにありました配食サービスの件でございますが、前任課長のほうからずっと答

弁させていただいていますとおり、やっぱり暖かい時期につきましては配食させてい

ただくお弁当、御飯・おかず等につきましてはすぐに食べていただけない場合、腐っ

てしまったりとかいうので食中毒等の懸念もございますので、暖かい時期にはできな

いというのが現状でございます。 

 ただ、町内商工会、民間企業さんのほうで一部そういうことに近いようなサービス

もしていただいているというのは聞いておりますので、そちらのほう、窓口でお勧め

したりとかいうのはさせていただいているところでございます。 

 紙おむつにつきましては、おっしゃられますとおり、非課税世帯の方につきまして

は、一定、月の上限額までは無償で配付するということで、今、資料を持ち合わせて

ないんですけども、たしか１カ月５,０００円ぐらいまでの範囲内は無償で提供させ

ていただいているというところでございます。 

 これにつきましては、制度の拡充等ということではございますが、財政上の問題と、

あと制度上の問題、また近隣町村との兼ね合い等もございますので、またそこら辺、

先進的な市町村等のサービス等も研究しながら、今後に向けてやっていきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、岡田議員。 
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○５番（岡田泰正君） 

 移住促進に対して住宅のことについてお伺いしたいと思うんですけれども、私、以

前に一般質問の中で空き家と農地がセットになって移住促進をしていただく方策をご

提示させていただいたんですけれど、ようやく３月１１日の新聞の中にですね、政府

が土地取得の規制緩和をやるということで、近く閣議決定をする記事を見つけました。 

 国のほうでも農地つき空き家を購入する際に、農地取得の取得面積を見直して、こ

れを市町村が個別に面積を定めて、農家つきの土地を購入、住宅を購入して移住を促

進するというふうな閣議決定でございます。 

 私も以前には１アール未満の土地を農家にセットして就農していただく、あるいは

こちらのほうで老後の野菜等々をつくっていただく施策をしてはどうかという案内を

させていただいたんですけれど、その後、農業委員会のほうでそのような提案とか方

向づけというものについてご検討いただいたかどうか確認させていただきたいと思う

んです。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 岡田議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 先ほどおっしゃいましたように、農家に農地がついてどうしても処分できない、売

れないと、流動化が図れないというふうな形が以前からございましたけども、これに

つきましては、国の制度で１０アールという形なんですけど、農業委員会の中で別枠

の部分の基準を認めましたら、１平米でも農地がついていればという形の中で緩和さ

せていただきまして、ただ、空き家住宅の関係につきましては、さきにそちらのほう

の土地１筆だけを大丈夫という形で枠を外すと。下限面積を外すというような形で処

理させていただいています。国のほうはその後を追いかけていただいておるという形

だと思いますので、今現在は、おっしゃったように、和束町のほうがさきに農地つき
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住宅、それの流動化を図れるという形では準備をしておりますので、よろしくお願い

します。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、岡田議員。 

○５番（岡田泰正君） 

 善処に対応していただいているということで、ありがとうございます。 

 こういったことをホームページ等々で、農地がついてます、面積は幾らになってま

す、何平米になっていますとか、そういう細かい情報までは入れていただいてないよ

うに思うんですけれども、その辺のことについて今後検討いただけるかどうかお願い

をしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 お答えさせていただきます。 

 まずは、農地バンクのほうに登録という形の中でご相談があったとき、地域力推進

課のほうにはこういった形で制度的には整備しているということはお伝えしておりま

すので、そういった物件が空き家バンクのほうに登録されるようであれば、こちらも

その情報を得ながら進めていける状態ではおりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、岡田議員。 

○５番（岡田泰正君） 

 わかりました。 

 私も、人口の活性化及びいろんな和束町をＰＲする中で、いち早くこういうような

新制度に基づく制度を取り入れて、注目度を上げていただくということも一つのＰＲ

にもなってこようと思います。 
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 なお、高齢化、就農人口、２０００年に比べたら現在は大体半分以下に就農人口は

なっております。そのうちの７割以上は６５歳以上の方が就農の現場に携わっている

という状況がございます。こういった年代層をいかに引き下げて農業の活性化につな

げていくことが、和束の農村状況の中から考えると、荒廃地の問題等々を解消するた

めには非常に有効な手段であろうかと考えておりますので、より一層、農業委員会に

働きかけていただいて、より適切な判断をしていただくように課長のほうでよろしく

ご指導いただくようにお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 制度自身につきましては、今、言いましたように、地域力のほうに空き家バンクの

登録がありましたら、こちらとしても人口をふやすためにも努力したいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 先ほど紙おむつの件で話は伺ったんですけども、これは本当に以前はかなり対象が

広くされておりましたし、当時の財政上の事情によって、それを住民税非課税に狭め

るということでなったという経過もありますので、この間も、大変、介護保険料や介

護の負担がふえてきているということもありますので、そういった部分についての以

前の制度に最低限また戻していただくということも含めて、ぜひ検討はいただきたい

というふうに思います。 

 それと、国保のことで一つ確認しておきたいんですけども、先日、そちらのほうで

まとめていただいた資料の中で、いわゆる滞納の中でこの３０年度の中で差し押さえ



― 107 ― 

を受けた人数ということで、１８人というふうに一応書いていただいているんですけ

ども、これはある意味、月２人とは言いませんけども、そういったぐらいの頻度で差

し押さえが行われているという数だと思うんですけども、この辺の内容については担

当課としては事情を把握されているんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、滞納によります差し押さえ等につきましては、滞納処分ということで税機構

のほうでしていただいております。この間、調べて回答させていただきました数字、

今、手持ち資料を持っておりませんので、お答えはできないですけども、一定のルー

ルに基づきまして税機構において差し押さえ等をしているところでございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 要はですね、ルールに基づくとなりますと、いわゆる国税法とか徴税する上でのル

ールで一定の期限が来たときに差し押さえするという、そういった規定に基づいてさ

れているというふうに思うんですけども、ただ問題は、どういうケースでそうなって

いるかということだと思うんですね。なぜ、滞納なっているのかとか、差し押さえに

までなっているのかとかいうことですよね。その辺がもちろん事務的には税機構のほ

うがされているだと思うんですけども、やはり町の税住民課担当課として和束町民の

方の、納税者ですから、その辺はどういう事情でそういう措置を受けられたのかとい

うことは把握された上で、一定具体的なそういう生活債権であるとか、支援などをし

ていかないと、ただ単にお金をとったから、差し押さえて滞納の一部が入ったからも

ういいわということじゃなくて、やはり今後の生活再建をしていただいて、納税のほ
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うもできていけるような、そういうような支援のほうを担当課としていかなくちゃい

けないというのが本来の徴収業務の核の問題だと思うんですね。 

 その辺、担当課として１８件という人数は把握されたかもしれないけども、どうい

う事情でそうなっているのかということをつかんでいただきたいということと、前に

も議論がありましたけども、税機構のほうは、税機構のほうから一切連絡ととられま

せん。電話とかもされません。要は、督促だけ送って反応がなかったら差し押さえみ

たいな、そういう大変機械的な対応をされております。それでは、その方の生活をど

う支援するかという観点は全くないと思うんですね。ですから、一番身近なところで

そういったことをちゃんとしていただくということが、今後、こういった件数を見て

もね、税住民課では大変必要じゃないかというふうに思うんですけども、その辺の実

態把握と、またそういった差し押さえ案件とかになっていった場合に、税機構とどの

ように連携されて納税者に対して必要な支援をとるのかというのはしっかりと説明い

ただきたいというふうに思うんですけども、その辺、答弁をお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、滞納による差し押さえでございますが、いきなり差し押さえということは余

りないと思われます。ただ、一定、税機構と納税義務者との間で話がされて、そうい

う方につきましては、納付計画なり、お互い合意の上で結んでされていきますので、

それをきっちり履行していただいて、差し押さえには至らないということになってお

ります。 

 ただ、そういう納付計画等を作成されない、あるいは、全然ないというところにつ

きましては差し押さえに至ると。差し押さえといいましても、当然、それ以前に財産

調査が行われまして、差し押さえできる財産があれば差し押さえるということになっ
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ております。 

 いずれにいたしましても、税住民課としては課税ということでさせていただいてお

りますので、納税につきましては国民の義務というところもありますので、そちらに

ついては納税していただくと。 

 ただ、前から申し上げておりますように、例えば、減免の措置等を設けております

ので、そちらにつきましては、例えば、当初の課税の決定のときに、こういう制度も

ありますということを何年も前から文書を入れて、そういうご案内もさせていただい

ております。こちらから出向いてというお話が以前からございますが、税務行政の公

平公正という観点からそれはしていないというところでございますが、もちろん納税

義務者のほうからご相談等がございましたら、こちらで対応といいますか、相談には

乗らせていただいておりますし、税機構とのつなぎといいますか、そういうこともや

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 そういったこともされていると思います、税機構との関係でいいますと、徴収をと

にかくやるということで機械的な対応をされているのは間違いありませんので、やは

り一番身近な窓口として丁寧な対応をしていただきたいことと、いわゆる防災無線等

でも月末とかなると必ず納め忘れはありませんかといったような放送がありますよね。

それはそれで大事なんですけども、そういった機会も含めて、やはりお困りの方はご

相談くださいとか、そういった制度もありますということも含めて、できるんであれ

ば広報していただきたいと思いますので、それだけ要望しておきたいと思います。  

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 
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○８番（竹内きみ代君） 

 それでは、繰越明許費について１点質問したいと思います。 

 繰越明許ですので、私たちも承認していることは間違いなく認めていることなんで

すが、総務費の総務管理費、会計年度任用職員制度導入事業というのがございます。

これは新しい制度で、平成３２年４月１日から施行されるというふうにお聞きをして

おります。どういった形で職員さん何人ぐらいをというような予定を立てていらっし

ゃるのか、その辺、伺いたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 竹内議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 竹内議員のほうからありましたように、会計年度任用職員制度につきましては、平

成３２年４月から施行されるということで国のほうで定められております。現在、和

束町では、この制度に対応するためのそれぞれの課の業務調査、また例規整備を行っ

ているところでございます。しかしながら、京都府のほうの条例整備のほうが少しお

くれておりまして、京都府につきましては、３１年６月もしくは９月にこの条例を整

備するということで聞いていところでございます。 

 また、京都市でございますが、平成３１年２月議会に提案をされて、一定、可決さ

れたという情報をいただいているところでございますが、やはり京都府を初め近隣町

村ですね、その状況を勘案しながら対応を進めてまいりたいというふうに考えている

ところでございます。 

 会計年度任用職員の基本的な話なんですけども、和束町の現在働いていただいてい

るアルバイト等の臨時職員、嘱託職員、全て会計年度任用職員という形の採用が平成

３２年４月からスタートするという内容でございます。 

 以上です。 
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○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 今回、臨時職員また嘱託の方の身分を保障していくと。そして、一ランク上といい

ますか、ボーナスも支給していくと、そういった非常に国の手厚い制度でもって地方

で働く職員さんを守っていくという、そういう意味の制度かなというふうには思って

おります。 

 全てが変更で異動の採用とはならないというふうに書いてございまして、試験を受

けていただくというふうな、見ておりますと、国の方針にはそういうふうに書いてあ

りましたので、和束町としては、自治体独自で決めることができるというふうになっ

ておりましたので、そこはそのまま移行されるのか、もしくはまた採用試験を受けて

いただいて選んでいくのか、その辺のことはどうなんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 竹内議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 先ほどお答えさせていただきましたように、会計年度任用職員の制度そのもののそ

れぞれの内容を現在調整しているところでございまして、基本的には、国のほうから

おりているのが試験で採用する方法、また、その方の業務実績ですね、評価に基づい

て行う方法、しかしながら、基本的には広く募集するというのが前提になっておりま

す。その関係で、今後どういう形で対応していくのかというのは町長、副町長と相談

しながら進めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 
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○８番（竹内きみ代君） 

 わかりました。 

 ぜひ、たくさん１人でも多く採用をしていただけますようにお願いをしておきたい

と思います。 

 それから、一般会計の民生費の老人福祉費になるかと思いますが、福祉課長にお尋

ねしたいんですが、以前に災害、または個人の救急ですね、救急車が来たときとか、

そういったときに命を守るということで救急キットというのを施行していただいてお

ります。これは６５歳以上の方に持っていただくということで、冷蔵庫の中に個人情

報を入れて、緊急のときに対応していただくというものでございます。それは今現在

どのようになっていますでしょうか。掌握されていますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 救急キットにつきましては、私も何年前から始まった制度かわからないですけど、

結構随分前から始まっているもので、筒状のものを救急隊員が来られたときに、独居

とか家族の周りの方がいらっしゃらないときに、それを見ればその人のことがわかる

ようなものを書かれて、全部情報として入れられているというものでございます。現

在もその活用のほうはさせていただいております。一定年齢がそのぐらいのときに達

せられた方につきましては、地元の民生委員さんにご連絡いただきまして、配付のほ

うをさせていただくという形をとらせているところでございます。 

 ただ、初期にお配りした方につきましては、今どういう状況で持ち合わせておられ

るのかというところは把握してないので、うちとしては当初の予定どおり、冷蔵庫な

どにきちっと入れてもらっているとは思っておるんですけども、実際に今、現状、数

年たっておりますので、そこで保管されているかどうかというところまでは、うちの
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ほうではまだ把握していないというのが現状でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 この救急キットは平成２３年に実施をしていただいております。丸８年たっており

ますので、やはり時代はどんどん過ぎていきます。ですから、時代に則したものをつ

くっていくということも一つの案かと思います。 

 先日、新聞記事を見ておりますと、キーホルダーにつけていらっしゃるという、そ

ういう記事もございました。これはいい方法だなというふうに私も思ったんですけれ

ども、その辺はまた検討いただきまして、高齢世帯が非常に多いです。老老世帯、ま

たは単独世帯の方がどんどんふえておりますので、その辺また対応していただきます

ようにお願いをしておきたいと思います。 

 それから、農村振興課長にお尋ねするんですが、前回質問をさせていただいて、農

振農用地に家を建てることは非常に困難なことであると。しかし、それが期間をかけ

ればできますよと。しかし、このことは農地をお持ちの方も余りご存じない。そして、

ご存じであってもあきらめてしまうという、そういうことが非常に多いということを、

今回、一般質問をさせていただきながら、私もそのことを学ばせてもらいました。で

すから、本当にどうしてもこの土地しかないんですという、そういう条件、また五つ

の条件がありましたね。その条件をしっかりとホームページで載せていただきたいと

思うんです。そうすれば、町外に土地を求めることなく町内に建てることも可能であ

るという、こういうお知らせをぜひお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 竹内議員のご質問にお答えさせていただきます。可能ということでございますので、



― 114 ― 

難しいところもございまして、かちっとできるかわからないんですけども、とりあえ

ず条件ということ次第では一般管理ということで解除ができるというようなことは皆

様方に知らせていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 最後に、総務課長にお願いをしておきたいと思いますが、先ほどもいろんな議員の

方からご質問がございましたように、やはりホームページでお知らせするという、そ

こが１点、これから和束町の一つは大きな課題であるなというふうに思っております。 

 いろんな行政、たくさん実施をしていただいておりますが、やはり一目瞭然に見て

わかるのはホームページでございます。子育てにしろ定住にしろ、また空き家対策に

しろ、ホームページを見てその情報をつかんでいただく。そして、和束に行ってみよ

う、できたら住んでみようというふうな思いになっていただけると思いますので、ぜ

ひ、その辺は、予算もかかりますが、お願いをしておきたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 先日も竹内議員から質問いただきまして、やはりホームページの充実は欠かせない

ものと理解しております。費用がかからない範囲で工夫できるところは工夫をして、

見られる方が見やすいような方策にしてまいりたいというふうに考えておりますので、

ご理解いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 
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 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 採決は１件ごとに行います。 

 議案第９号 平成３０年度和束町一般会計補正予算（第５号）は、原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第９号 平成３０年度和束町一般会計補正予算（第５号）は、原

案のとおり可決されました。 

 議案第１０号 平成３０年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第１号）は、原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第１０号 平成３０年度和束町湯船財産区特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第１１号 平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第１１号 平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第１２号 平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第１２号 平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算
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（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第１３号 平成３０年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第１３号 平成３０年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第

４号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第１４号 平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第４号）は、原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第１４号 平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第４

号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第１５号 平成３０年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第１５号 平成３０年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 会議の途中ですが、ただいまから午後４時まで休憩いたします。 

休憩（午後３時５３分～午後４時００分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第９、発委第１号 和束町議会委員会条例の一部を改正する条例を議題といた

します。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 畑 武志議員。 

○７番（畑 武志君） 
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 それでは、提案理由を申し上げます。 

 発委第１号 和束町議会委員会条例の一部を改正する条例の提案理由を申し上げま

す。 

 本議会常任委員会の所管事項の中で、地域力推進課の所管に関する事項は、地域力

推進課設置当初の平成２３年４月１日より総務厚生常任委員会の所管として事務調査

を進めてきました。しかし、近年地域力推進課の事業の中で、湯船森林公園やワール

ドマスターズゲームズ大会等マウンテンバイク事業、移住・定住や観光に関する事業

等、農村振興課と深くかかわりがあり、同じ所管になることで調査もより充実するこ

とから、議員全員協議会において協議の結果、今回、産業常任委員会に所属を変更す

ることとし、和束町議会委員会条例の一部を改正するものです。 

 議案の朗読をもって説明といたしますので、議員各位のご賛同をいただきますよう

よろしくお願いいたします。 

 発委第１号 

和束町議会委員会条例の一部を改正する条例 

 上記議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び和束町議会会議規則第１４条

第３項の規定により提出します。 

 平成３１年３月１５日 

                   提出者 和束町議会運営委員長 畑 武志 

 和束町議会議長  岡田 勇 様 

 それでは、和束町議会委員会条例の一部を改正する条例、この新旧対照表で説明を

いたします。 

 今までは総務厚生常任委員会の中に地域力推進課の所管に関する事項ということで

ございましたが、次年度から地域力推進課の所管に関する事項を産業常任委員会に移

したいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 
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○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 発委第１号 和束町議会委員会条例の一部を改正する条例を原案のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、発委第１号 和束町議会委員会条例の一部を改正する条例は、原案の

とおり可決されました。 

 日程第１０、発議第１号 安心できる国民健康保険制度へ国の公費負担増額を求め

る意見書を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 岡本正意議員。 

○６番（岡本正意君） 

 発議第１号の提案理由を申し上げます。 

 国民健康保険制度は、日本の国民皆保険を支えている制度であり、国保法第１条に

もあるように、国民の命と健康を支える社会保障制度です。和束では、世帯の約４

５％、人口の約３６％が加入されており、大きな比重を占めています。極めて重要で

不可欠な制度である一方で、この間の加入者の構造変化や国の財政負担の削減等によ
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り、財政基盤の弱体化が深刻化し、高過ぎる国保税の実態が大問題となっております。 

 これを受け、全国知事会などの地方団体も国保への財政支援強化による国保税の引

き下げを国に対して重ねて要望されております。このような動きは多くの加入者を抱

える本町にとりましても大事な問題であり、一刻も早い抜本的な改善を求める立場か

ら、本意見書を提案するものです。 

 それでは、別紙を読み上げまして提案にかえさせていただきます。 

 発議第１号 

安心できる国民健康保険制度へ国の公費負担増額を求める意見書 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第１項の規定に基づき提出します。 

 平成３１年３月１５日 

                     提出者 和束町議会議員 岡本 正意 

 和束町議会議長  岡田 勇 様 

安心できる国民健康保険制度へ国の公費負担増額を求める意見書 

 国民健康保険（国保）は、国民皆保険を支える「最後の砦」として重要な役割を担

っているが、高過ぎる保険税の実態が、本来なら守るべき住民の命と暮らしを苦しめ、

保険制度自身の根幹を揺るがす事態となっている。 

 国保制度は、自営業者や年金生活者、非正規労働者、失業者など経済的に不安定で

低所得層が加入者の多くを占め、事業主負担がないため、もともとから財政基盤が脆

弱で、国のふさわしい財政負担がなければ安定した運営は困難である。 

 保険税の高騰と財政基盤の弱体化の背景には、国庫負担の削減を続けてきた政府の

姿勢があり、国が公費負担増額に転換する以外に保険税引き下げを含め、国保制度の

困難を打開する道はない。 

 全国知事会は、２０１４年に、国保税を「協会けんぽの保険料並み」に引き下げる

ため１兆円の公費負担増を政府に要望し、均等割の廃止など抜本的な制度改善を提言

している。 
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 それを踏まえ政府は、昨年４月からの「国保運営の都道府県への移管」に当たり３ ,

４００億円の公費を投入しているが、本町も含め、全体的に国保税引き下げの流れを

つくれていないばかりか、近い将来の引き上げが既に想定されているのが実態である。

これ以上の引き上げをさせないことはもとより「協会けんぽ並」の保険税引き下げを

実現する上でも、全国知事会が求めた「１兆円」規模の公費負担の増額は急務である。

政府は速やかに公費負担を増額し、高過ぎる保険税を引き下げ、安心できる国保制度

への改善に責任を持つことを強く求める。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 平成３１年３月１５日 

 内閣総理大臣  安倍 晋三 様 

 財 務 大 臣  麻生 太郎 様 

 厚生労働大臣  根本  匠 様 

                           京都府相楽郡和束町議会 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 賛成です。 

 発議第１号に対する賛成討論を行います。 

 賛成理由の第１は、意見書の冒頭にもあるように、高過ぎる国保税が被保険者の命
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と暮らしを脅かし、制度の根幹を揺るがしている実態に強い危機感を持つからであり

ます。 

 第２は、意見書でも触れているように、国保はもともと構造的に財政基盤が弱いこ

とから、国のふさわしい公費負担の強化・増額がどうしても必要だからです。それは

加入者のうち約４５％を前期高齢者が占め、その１人当たりの平均所得が年間約７６

万円程度であること、また世帯の約６１％、被保険者数の約５５％が何らかの軽減を

受けていることなど、和束の国保の実態からも明白であります。 

 第３は、協会けんぽなど他の医療保険と比較し、国保税が異常に高く、一刻も早い

改善、引き下げが必要だからです。 

 国保税が異常に高額になるのは、所得など負担能力に応じた負担額だけでなく、１

人当たりの均等割や世帯当たりの平等割など、一律的な負担が強いられていることが

背景にあり、所得が低いのに税は高いという逆転現象が被保険者を苦しめております。

この状況を変え、知事会が提案している協会けんぽ並の保険税を実現するためには、

最低でも１兆円規模の公費負担の増額がどうしても必要になります。 

 以上の理由から、本意見書に賛成するものであり、政府は速やかに公費負担をふや

し、安心できる国保への改善に責任を持つことを強く要求し、賛成討論といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ほかにありませんか。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 発議第１号 安心できる国民健康保険制度へ国の公費負担増額を求める意見書は、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立少数です。 

 したがって、発議第１号 安心できる国民健康保険制度へ国の公費負担増額を求め

る意見書は否決されました。 
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 日程第１１、発議第２号 消費税増税の中止を求める意見書を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 岡本正意議員。 

○６番（岡本正意君） 

 発議第２号の提案理由を申し上げます。 

 本意見書を提案する最大の理由は、庶民の生活の実態が増税を到底許さないことが

明らかだからです。そして、その間の国会論戦を通じても、安倍総理や政府・与党が

宣伝する増税の根拠がことごとく崩れていることです。 

 先日は内閣府の景気判断がこの１月から既に後退局面に入ったとの報道もあり、ま

た一つ増税の根拠が失われております。このような状況のもとでの増税は余りにも無

謀であるとともに、取り返しのつかない事態を招く危険性も大きいことから、政府に

対し再考を促し、中心を決断させる必要があり、本意見書を提案するものでございま

す。 

 それでは、読み上げまして提案にかえさせていただきます。 

 発議第２号 

消費税増税の中止を求める意見書 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第１項の規定に基づき提出します。 

 平成３１年３月１５日 

                     提出者 和束町議会議員 岡本 正意 

 和束町議会議長  岡田 勇 様 

消費税増税の中止を求める意見書 

 政府は、ことし１０月から消費税率を１０％に引き上げる方針であるが、国民生活

の実態は増税を到底容認できるような状況ではなく、増税はきっぱり中止すべきであ

る。増税の影響を少なくすると称して、複数税率の導入やカード決済によるポイント

還元、商品券の発行などの「対策」を打ち出しているが、国民の中ではどれも不評で、
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混乱必至が危惧されている。 

 政府は「２０１９年度の増税による税収を全てお返しする」規模の対策を実施する

としているが、それならば最初から増税を中止すべきであり、それが最大の「景気対

策」である。 

 政府は、賃金のアップや雇用や所得の増加を宣伝し、増税の根拠にしているが、厚

生労働省の賃金統計の不正も絡み、この間の国会論戦の中で、ことごとく根拠は崩れ

ている。 

 もともと消費税は生活が苦しい人ほど負担が重く、逆進性が極めて強い税金であり、

増税により格差と貧困が拡大することは必至である。 

 その一方で、輸出大企業には多額の「輸出戻り税」が還付されるなど、税のあり方

を大きくゆがめている。 

 政府は、消費税や増税の目的を「社会保障を支える安定財源を確保するため」とし

ているが、年金カットや介護や医療負担の増大など、社会保障の切り捨て、後退が続

いているのが実態である。 

 一方で、増税による税収分に匹敵する規模の法人税の減税が実施されており、一体

何のための消費税、増税かが鋭く問われている。 

 財源を言うなら、空前の利益を上げている大企業や富裕層への優遇税制を改め、応

分の負担を求めることこそ必要であり、不要不急の大型公共事業や防衛費の見直しも

急務である。そうすれば十分に財源確保は可能であり、消費税増税は不要である。  

 政府におかれては、国民生活や地域経済の実情を踏まえ、今年１０月からの消費税

増税を中止するよう強く求める。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 平成３１年３月１５日 

 衆 議 院 議 長  大島 理森 様 

 参 議 院 議 長  伊達 忠一 様 



― 124 ― 

 内閣総理大臣  安倍 晋三 様 

 財 務 大 臣  麻生 太郎 様 

                           京都府相楽郡和束町議会 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

 岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 賛成です。 

 発議第２号に対する賛成討論を行います。 

 賛成する理由の第１は、意見書の冒頭でも指摘しているように、国民生活の実態は

増税を容認できる状況にはなく、もし増税を強行すればますますひどい状況になるこ

とは火を見るよりも明らかだからであります。 

 第２は、政府・与党が実施を検討、予定している増税対策なるものは、実施すれば

現場は混乱必至であり、しかも弱者対策にもなっておらず、全く対策にならないから

です。 

 複数税率は単に据え置くだけで、軽減でないばかりか増税を前に物の値上げが一斉

に今、行われようとするなど、実態として意味をなくしております。中止こそ誰もが

恩恵がある最大の景気対策であることを日々明らかになっているのではないかと思い

ます。 

 第３は、値上げはもともと逆進性が強く、不公平な消費税の性質をますます強めて、
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税のあり方をさらにゆがめることになるからです。 

 第４に、福祉のためとの消費税増税の口実・理由は、年金削減や介護・医療負担の

大幅増など、実態とて崩れているからであります。 

 第５に、大企業や富裕層への優遇見直しと応分適正な課税、不要不急の公共事業中

止や１基１００億円以上もする戦闘機の爆買いなど、軍事費の無駄遣い中止などを実

行すれば財源は十分に確保できるからです。 

 以上の理由から、本意見書に賛成するものです。 

○議長（岡田 勇君） 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 発議第２号 消費税増税の中止を求める意見書は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

 起立少数です。 

 したがって、発議第２号 消費税増税の中止を求める意見書は否決されました。 

 日程第１２、日程第９、委員会の閉会中の継続審査・調査についてを議題といたし

ます。 

 各委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付の申し出一覧表のと

おり、閉会中の継続審査・調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査に付することにご異議あ

りませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査に付することに

決定いたしました。 

 お諮りいたします。 
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 今期定例会に付された事件は全て議了いたしました。 

 よって、会議規則第７条の規定により、本日をもって閉会したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、今期定例会は、本日をもって閉会することに決定いたしました。 

 町長、挨拶。 

○町長（堀 忠雄君） 

 平成３１年の第１回定例会を閉会されるに当たりまして、一言ご挨拶をさせていた

だきたいと思います。 

 まずをもって最初に提案させていただきました全議案におきまして、原案どおりご

可決、また、ご同意をいただきましてありがとうございました。この議会を通じて活

発な議論をいただきました。この議論を踏まえて、次年度のまちづくりをしっかりと、

がっちりと進めてまいりたいと、このように考えておりますので、議員の皆様方には

一層のご支援、ご指導を賜りますことを切にお願い申し上げます。 

 また、今期の定例会は議員の皆様方にとりましても最終の議会となりました。振り

返ってみますと、この４年間、皆様方のおかげで和束町のまちづくりも大きく前進い

たしました。特に、京都府のほうでは、全住民の願いでもありました犬打峠のトンネ

ル化がいよいよ着手していこうと、こういう時期を迎えました。これからが大事なま

ちづくりを進めなきゃならないわけであります。和束町のこれからは、議会の中でも

ご議論いただきましたように、犬打峠のトンネル化が大きく影響を与えます。これら

を見据えたまちづくりが今後の和束町を左右していくだろうと、こういうことを申し

上げても過言ではありません。 

 こうした大事な時期をこれから迎えるわけなんですが、できれば、こういうまちづ

くりを今こうしておられる議員の皆様方、この場で議論をできる、そういうような形

になればいいなと、このように願っているところであります。 
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 改めて議員の皆様方の４年間に対しての町政へのご支援、ご協力に対しまして厚く

御礼申し上げまして、甚だ簡単ではございますが、閉会に当たりましてのご挨拶とさ

せていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（岡田 勇君） 

 これをもちまして、平成３１年和束町議会第１回定例会を閉会いたします。 

 本日はご苦労さまでございました。 

午後４時２７分閉会 
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